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アイデア 
求む！ 
アイデア 

　
あ
な
た

な
ら何
をプリント

す
る
？

塩ビふたにカラープリント！ 
魅せるか、隠すか、 
それはアイデア次第。 
 

塩ビふたを気にしたことがありますか？周りにたくさんあっても、誰
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目を付けました。「自分の好きな写真がプリントできたら、面白いかも」。
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よって地味な塩ビふたを目立たせることも、もっと地味にすることも
できます。用途も一般住宅、商業施設、公共施設などさまざま。つま
るところ、アイデア次第です。さあ、あなたなら何をプリントしますか？
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低
下
を
続
け
る
食
料
自
給
率

　
21
世
紀
初
め
に
60
億
人
を
突
破
し
た
世
界
の

人
口
は
、今
世
紀
中
に
は
1
0
0
億
人
に
達
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、慢
性
的
な
食
料
不

足
が
予
想
さ
れ
る
中
、日
本
の
食
料
自
給
率
は
下

降
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。
生
産
額
ベ
ー
ス
で
、

1
9
6
0
年
に
93
％
だ
っ
た
も
の
が
、2
0
0
8

年
に
は
69
％
ま
で
落
ち
込
み
、カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

は
、79
％
か
ら
40
％
ま
で
に
低
下
し
た
。
8
割
以

上
を
ま
か
な
え
て
い
る
食
料
は
、米
、芋
、卵
、み
か

ん
な
ど
に
限
ら
れ
、穀
物
は
28
％（
2
0
0
8
年
）

に
し
か
す
ぎ
な
い
。
そ
の
一
方
で
農
産
物
の
輸
入
は

1
9
6
0
年
以
降
増
加
の
一
途
で
、2
0
0
6
年

に
は
4
兆
2
千
億
円
を
超
え
た
。こ
の
間
、金
額
ベ

ー
ス
で
8
倍
、数
量
ベ
ー
ス
で
12
・
6
倍
と
大
幅
に

増
加
し
、そ
の
結
果
、世
界
第
一
位
の
農
産
物
純
輸

入
国
に
な
っ
て
い
る
。（
表
1
‥
「
日
本
の
食
料
自

給
率
」参
照
） 

　
食
料
自
給
率
の
低
下
の
原
因
と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
の
が
、食
生
活
の
変
化
。
主
食
で
あ
る

米
の
消
費
が
減
り
、パ
ン
や
麺
類
を
食
べ
る
機
会

が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
小
麦
の
輸
入
量
が
増
大

し
た
。ま
た
、肉
類
や
食
用
油
の
消
費
が
増
え
、肉

や
大
豆
の
輸
入
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ

う
し
た
輸
入
食
材
が
増
え
る
こ
と
で
近
年
問
題

に
な
っ
て
い
る
の
が
、食
の
安
全
。
中
国
野
菜
の
残

留
農
薬
や
米
国
産
牛
肉
の
危
険
部
位
混
入
な
ど
、

食
に
ま
つ
わ
る
問
題
は
後
を
絶
た
な
い
。
さ
ら
に
、

輸
入
食
材
の
価
格
も
気
候
変
動
に
よ
る
農
作
物

の
不
作
や
、バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
加
に
伴
う

穀
物
相
場
の
高
騰
な
ど
世
界
的
な
需
要
に
影
響

を
受
け
、安
定
供
給
の
面
で
不
安
は
隠
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、食
料
自
給
率
を
高
め
る

こ
と
は
我
が
国
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

農
業
人
口
の
減
少
と
高
齢
化

　
食
料
自
給
率
の
向
上
が
望
ま
れ
る
が
、日
本
の

産
業
構
造
は
す
で
に
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、食

料
を
支
え
る
第
一
次
産
業
の
就
業
割
合
は
、国
内

総
生
産
比
率
で
1
％
台
の
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
の
が

農
業
従
事
者
の
減
少
で
あ
る
。
農
家
戸
数
は
、雇

用
機
会
の
増
大
と
共
に
都
市
部
へ
農
業
人
口
が

流
出
し
た
こ
と
や
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ

る
廃
業
な
ど
で
1
9
5
0
年
を
ピ
ー
ク
に
減
り

続
け
、そ
の
減
少
率
も
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
基
幹

的
農
業
従
事
者（
農
業
人
口
の
う
ち
、主
に
農
業

を
仕
事
と
し
て
い
る
人
）の
数
は
、1
9
9
0
年

台
後
半
か
ら
減
少
幅
が
縮
小
し
、2
0
0
5
年
ご

ろ
に
は
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
が
、そ
の
後
再

び
減
少
に
転
じ
、2
0
0
8
年
時
点
で
1
9
7
万

人
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
さ
ら
に
、農
業
従
事
者
の
急
速
な
高
齢
化
は
深

刻
で
あ
る
。
2
0
0
8
年
時
点
の
65
歳
以
上
の
基

幹
的
農
業
従
事
者
数
は
1
1
7
万
人
で
、全
体
の

約
59
％
を
占
め
、高
齢
者
の
占
め
る
割
合
も
年
々

高
く
な
っ
て
い
る
。
農
業
分
野
で
は
、近
い
将
来

昭
和
一
桁
世
代
を
中
心
に
日
本
の
農
業
を
支
え
て

き
た
高
齢
者
の
多
く
が
引
退
す
る
と
考
え
ら
れ
、

農
業
労
働
力
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。 

（
表
2
‥
「
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
推
移
」
参
照
） 
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（注）コメについては、国内生産と国産米在庫の取崩しで国内需要に対応している 
　　実態を踏まえ、1998年度から国内生産量に国産米在庫取崩し量を加えた数量 
　　を用いて算出　　　　　　　　　　出所：農林水産省「日本の食料自給率」 

　近年、我が国では食の安全が叫ばれる一方で、食料自給率はカロリーベ
ースで40％まで落ち込んでいる。とくに穀物自給率は28％と極めて低く、輸
入に依存する割合が高い。それに同調するように農業従事者が減り、高齢
化も深刻な問題となっている。今後は、少ない人数で広い農地を管理する大
規模農業で生産コストの低減と生産性の向上が課題とされている。その一つ
の解決策として開発されたのが、地下水位調整システム、「フォアス」。水位を
調節することで、水田から畑地、畑地から水田に田畑輪転を可能にし、干ば
つや湿害を防ぎ、安定的な生産を可能にする技術として注目されている。 
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基幹的農業従事者数 うち65歳以上 65歳以上割合
（注） 

 
 
 

出所： 農林水産通省農林業センサス、農業構造動態調査より国土交通省国土計画局作成 

農業従事者：満15才以上で、調査日前1年間に農業に従事した者 
基幹的農業従事者：農業従事者中で、ふだん主に仕事をしている者のうち、
　　　　　　　 　農業に主として従事する者 
新規就農者：新規学卒就農者及び離職就農者をいう。 
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地域営農再編に活躍が期待されるフォアス 特  集 

フ
ォ
ア
ス
の
特
長

（
1
）水
管
理
が
容
易
…
暗
渠
排
水
で
湿
害
を
防

止
し
、地
下
か
ん
が
い
で
干
ば
つ
を
防
止
し
、

作
物
の
育
成
に
適
し
た
水
位
を
維
持
す
る
。
 

（
2
）田
畑
輪
換
が
容
易
…
整
備
に
よ
る
区
画
変

更
が
と
も
な
わ
ず
、所
有
界
等
を
変
更
す

る
必
要
が
な
い
。
 

（
3
）長
期
使
用
も
可
能
…
も
み
殻
等
の
暗
渠
疎

水
材
の
腐
食
が
進
み
に
く
く
、耐
用
年
数

が
長
い
。
 

（
4
）大
幅
な
節
水
が
可
能
…
事
前
に
設
定
し
た

地
下
水
位
、ま
た
は
湛
水
深
に
対
し
、自
動

的
に
水
位
を
維
持
し
、用
水
の
掛
け
流
し

を
防
止
す
る
。
 

こ
れ
ら
の
特
長
を
活
か
し
、野
菜
や
大
豆
の
高
品

質
化
と
増
収
に
寄
与
す
る
。
 

 

耕
作
放
棄
地
の
増
加
と
と
も
に

減
少
す
る
耕
地
面
積

　
農
業
従
事
者
の
減
少
と
と
も
に
深
刻
な
問
題

が
、
耕
地
面
積
の
減
少
。
1
9
8
5
年
に
は

5
2
8
万
ha
で
あ
っ
た
耕
地
面
積
は
2
0
0
5

年
に
は
4
6
9
万
ha
と
な
り
、長
期
的
な
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
、労
働
力

の
減
少
、農
地
と
し
て
不
向
き
な
こ
と
、用
水
の

確
保
が
困
難
、そ
し
て
減
反
政
策
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
。
耕
作
放
棄
地
面
積
は
、年
々

増
加
し
、2
0
0
5
年
に
は
2
0
0
0
年
よ
り
4.3

万
ha
増
の
38
・
6
万
ha
と
な
っ
た
。
増
加
率
は
近

年
鈍
化
し
て
い
る
も
の
の
、1
年
当
た
り
J
R
山

手
線
内
側
の
面
積
の
1.4
倍
の
耕
作
放
棄
地
が
増

加
し
た
こ
と
に
な
り
、耕
作
放
棄
地
面
積
は
東
京

都
の
約
1.8
倍
、耕
地
面
積
の
8
％
に
ま
で
達
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、2
0
0
4
年
に

農
地
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
を
改
正
し
、各
自

治
体
が
基
本
構
想
を
策
定
し
、耕
作
放
棄
地
の
所

有
者
へ
の
指
導
や
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
さ
せ
る

な
ど
耕
作
放
棄
地
の
緊
急
対
策
と
し
て
打
ち
出

し
て
い
る
。 

（
表
3
‥
「
耕
作
放
棄
地
面
積
の
推
移
」
参
照
） 

 
作
物
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
田
畑
輪
換

　
農
業
従
事
者
が
減
少
し
、農
地
も
減
少
し
て
い

く
中
で
生
産
性
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、農
業

の
担
い
手
に
施
策
の
集
中
化
・
重
点
化
を
図
り
、

農
業
構
造
の
変
革
が
必
要
で
あ
る
。
政
府
は
集
落

営
農
や
大
規
模
経
営
の
育
成
を
進
め
て
お
り
、面

積
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、補
助
や
助

成
事
業
の
対
象
と
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
規
模

拡
大
と
同
様
に
重
要
な
の
が
、農
作
物
の
安
定
多

収
と
高
品
質
化
。
田
畑
輪
換
は
、稲
作
だ
け
で
な

く
、麦
、大
豆
、野
菜
な
ど
を
転
作
、裏
作
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
農
地
を
フ
ル
活
用
し
、生
産
力
を
向

上
す
る
技
術
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、畑

作
時
に
は
水
田
の
豊
富
な
水
が
安
定
し
た
か
ん

が
い
水
の
供
給
を
保
証
し
、野
菜
の
連
作
障
害
を

防
ぐ
。一
方
、畑
作
後
の
水
田
に
お
い
て
は
、畑
作

期
間
中
に
形
成
さ
れ
た
土
壌
の
孔
隙
、団
粒
構
造

な
ど
が
土
壌
の
物
理
性
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。こ
の
田
畑
輪
換

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、地
下
水

位
と
土
壌
水
分
を
容
易
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
、

新
地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム
「
フ
ォ
ア
ス
」
が
開

発
さ
れ
た
。 

 

田
畑
輪
換
へ
の
課
題
を
解
決
す
る
フ
ォ
ア
ス 

　
田
畑
輪
換
は
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
優
れ
た

技
術
で
あ
る
が
、そ
の
最
大
課
題
は
湿
害
対
策
で

あ
る
。
し
か
し
湿
害
を
防
ぐ
た
め
地
下
水
位
を

低
下
さ
せ
す
ぎ
る
と
、逆
に
干
ば
つ
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
暗

渠
排
水
施
設
を
利
用
し
た
地
下
水
位
調
節
は
、

水
門
の
開
放
と
閉
鎖
の
ど
ち
ら
か
で
あ
り
、各
作

物
が
生
育
期
別
に
必
要
と
す
る
地
下
水
位
を
設

定
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
。ま
た
、用
水
中
に
は

泥
・
土
砂
な
ど
が
混
入
し
て
お
り
、暗
渠
管
内
へ
の

堆
積
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。「
フ
ォ
ア
ス
」
の
開

発
に
よ
っ
て
、こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
と
と

も
に
、自
由
な
作
付
け
が
可
能
に
な
り
、稲
作
だ

け
で
な
く
多
様
な
農
作
物
の
収
穫
す
る
こ
と
で

農
業
経
営
の
安
定
化
が
可
能
と
な
っ
た
。 

　
な
お
、「
フ
ォ
ア
ス
」
は
独
立
行
政
法
人
農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
農
村
工
学
研
究

所
と（
株
）パ
デ
ィ
研
究
所
が
共
同
開
発
し
た
も

の
で
あ
り
、特
許
工
法
で
あ
る
。
平
成
18
年
度
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、2
0
0
8
年
に
は
農

林
水
産
省
農
林
技
術
会
議
よ
り「
農
業
新
技
術
2
0
0
8
」

に
選
定
さ
れ
た
。
 

フ
ォ
ア
ス
の
基
本
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト

　
地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム
「
フ
ォ
ア
ス
」
は
、地

下
に
埋
設
す
る
管
路
網
と
用
水
供
給
施
設
、水
位

制
御
施
設
で
構
成
さ
れ
る
。
管
路
は
、標
準
的
な

埋
設
深
60 
cm
、敷
設
間
隔
10
m
程
度
で
施
工
さ
れ

る
有
礼
管（
管
周
囲
と
管
上
に
モ
ミ
ガ
ラ
等
に
よ

る
疎
水
材
を
挿
入
）に
よ
る
幹
線
パ
イ
プ
・
支
線

パ
イ
プ
お
よ
び
こ
れ
と
直
交
し
て
標
準
的
な
掘

削
深
40 
cm
、間
隔
1
m
で
施
工
さ
れ
る
補
助
孔
か

ら
な
る
。
用
水
供
給
は
、既
設
の
開
水
路
・
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
い
ず
れ
か
ら
も
可
能
で
あ
り
、用
水
側

の
水
位
管
理
器
お
よ
び
排
水
側
の
水
位
制
御
器

の
水
位
設
定
に
よ
り
、ほ
場
内
の
水
位
を
田
面
か

ら
マ
イ
ナ
ス
30 
cm
〜
プ
ラ
ス
20 
cm
の
範
囲
で
自
由

に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、水
田

の
畑
利
用
時
に
お
い
て
は
作
物
に
最
適
な
地
下

水
位
を
維
持
し
、水
稲
栽
培
時
に
お
い
て
は
水
管

理
の
適
正
・
省
力
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
フ
ォ
ア
ス
」
は
地
下
か
ん
が
い

と
暗
渠
排
水
の
両
方
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
画

期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
 

 

耕作放棄地面積

（注）

出所：

耕作放棄地面積率は、
耕作放棄地面積÷（経営耕地面積
＋耕作放棄地面積）×100
農林水産省「農林業センサス」

耕作放棄地面積率
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万ha 表3：耕作放棄地面積の推移 

38.6
34.3

24.4
21.7

13.512.313.1

2.7 2.6 2.9

4.8
5.6

8.1

9.7

給水側

排水側

用水
パイプライン

用水の
流れ

フォアス桝
（コンクリート部の名称）

1

2 幹線パイプ

3 支線パイプ

5 洗浄口用ガイド管

4 補助孔

Gベント
（空気弁）

6 水位制御器水位制御器

接続パイプ接続パイプ

ふかみずくんⅠ型ふかみずくんⅠ型

1 フォアス桝
給水バルブの操作で幹線パイプへの給水および 
地表かんがいができる。 

2 幹線パイプ
水位制御器までの導水および用水中に含まれる 
泥・土砂を管内に堆積させる。 

3 支線パイプ
従来の暗梁機能と補助孔への送水機能を併せ持つ。 

4 補助孔
土壌の亀裂を発達させ、排水および給水を促進する。 

5 洗浄口用ガイド管
地表から高圧噴霧機を入れる誘導管。 

6 水位制御器
内筒のスライドによって、田面から＋20cm、 
－30cmまでの水位設定が自由にできる。 

田畑輪換が
簡単

水田 

大規模農場 
休耕田 

水田 

水田 
水田 

畑 

畑 

畑 ハウス 

ハウス 

ハウス 
ハウス 

点在する田畑、休耕田、ハウスの集積化・再整備により、工数の削減や
水資源の有効利用、田畑転換が可能。

水田 
畑 

畑 

水田 

畑 畑 

自由な作付け 

水田 

畑 畑 

地域でのブロックローテーションが定着し、転作が拡大。
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特  集 地域営農再編に活躍が期待されるフォアス 

参
考
 

・「
土
地
利
用
型
農
業
の
安
定
経
営
に
向
け
た
地
下
水
位

制
御
シ
ス
テ
ム（
F
O
E
A
S
）の
活
用
」
全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会
 

・「
地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム（
F
O
E
A
S
）調
査
・
設
計
・

施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル（
案
）」
農
村
工
学
研
究
所
 

 

水位制御器の構造 水位制御器単体 

水位管理器の構造 

給
水
施
設
「
フ
ォ
ア
ス
桝
」
の
働
き 

　
従
来
の
水
口
に
相
当
す
る
給
水
施
設
が
、フ
ォ

ア
ス
桝
。
幹
線
パ
イ
プ
、支
線
パ
イ
プ
の
洗
浄
を

容
易
に
す
る
た
め
の
地
下
給
水
孔
を
備
え
、桝
構

造
と
な
っ
て
い
る
。
各
部
の
機
能
や
概
要
は
以
下

の
通
り
。 

（1） 
給
水
バ
ル
ブ（
G
バ
ル
ブ
）
…
地
下
で
用
水

路
と
接
続
さ
れ
、地
表
や
地
下
給
水
孔
へ
用

水
を
供
給
す
る
。（
給
水
弁
サ
イ
ズ
φ

1
0
0
mm 
） 

（2） 

地
下
給
水
穴
…
給
水
バ
ル
ブ（
G
バ
ル
ブ
）

を
開
い
て
取
水
し
た
用
水
を
田
面
下
の
幹

線
パ
イ
プ
へ
送
り
込
む
穴
。
給
水
孔
サ
イ
ズ

φ
1
0
0
mm 
） 

（3） 

洗
浄
時
給
水
穴
（
φ
75 
mm 
）
…
支
線
パ
イ
プ

を
洗
浄
す
る
と
き
の
給
水
孔
。
支
線
パ
イ
プ

に
取
り
付
け
た
洗
浄
ガ
イ
ド
管
内
に
洗
浄
ノ

ズ
ル
を
挿
入
し
て
高
圧
洗
浄
す
る
際
に
、洗

浄
ノ
ズ
ル
の
推
進
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
、

洗
浄
時
給
水
孔
か
ら
水
を
送
り
込
む
。 

 

自
然
圧
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
全
開
放
型
低
圧

バ
ル
ブ（
G
バ
ル
ブ
）で
安
価
に
給
水 

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
は
用
水
の
有
効
利
用
は

欠
か
せ
な
い
。
老
朽
化
し
た
U
字
溝
や
ベ
ン
チ
リ

フ
ュ
ー
ム
等
の
用
水
路
で
は
、目
地
割
れ
や
破
損

で
漏
水
が
発
生
し
、湿
害
や
用
水
不
足
の
恐
れ
が

あ
る
。ま
た
、開
水
路
で
は
、幹
線
水
路
か
ら
支
線

水
路
に
流
入
し
た
用
水
が
全
量
利
用
さ
れ
な
い

と
き
に
は
、排
水
路
に
無
駄
に
放
流
さ
れ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
末
端
水
田
で
取
水
さ
れ
る
量
の
み
が

幹
線
水
路
か
ら
供
給
さ
れ
、水
不
足
の
解
消
に
つ

な
が
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
が
検
討
さ
れ
た
。
し
か

し
、パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
に
は
揚
水
ポ
ン
プ
が
必
要

で
あ
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
そ
の
た

め
フ
ォ
ア
ス
で
は
、自
然
圧
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
採
用
。

水
源
と
田
面
の
高
低
差
が
20 
cm
以
上
あ
れ
ば
加

圧
が
必
要
な
く
、維
持
費
の
心
配
が
解
消
し
た
。 

　
一
方
、従
来
の
給
水
バ
ル
ブ
は
逆
流
す
る
恐
れ

が
あ
っ
た
り
、バ
ル
ブ
本
体
が
大
き
く
高
価
格
で

あ
っ
た
り
、水
位
管
理
器
と
の
接
続
が
で
き
な
い

な
ど
諸
問
題
が
あ
っ
た
。こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処

す
る
た
め
、安
価
で
水
位
管
理
器
と
一
体
的
に
使

用
で
き
る
逆
流
防
止
機
能
付
き
の
全
開
放
型
低

圧
バ
ル
ブ（
G
バ
ル
ブ
）が
開
発
さ
れ
た
。こ
の
バ

ル
ブ
に
よ
っ
て
超
低
圧
で
も
流
れ
る
自
然
圧
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
が
実
現
し
た
。 

 

プ
ラ
ス
20
〜
マ
イ
ナ
ス
30 
cm
で
水
位
設
定

可
能
な
水
位
制
御
器 

　
こ
れ
ま
で
の
暗
渠
に
は
水
閘（
水
の
流
れ
を
遮

断
す
る
水
門
）が
設
け
ら
れ
て
い
て
る
が
、上
下

水
位
を
制
御
す
る
機
能
は
無
く
、満
水
に
す
る
か

排
水
す
る
か
し
か
で
き
な
か
っ
た
。フ
ォ
ア
ス
で
は

内
側
の
ス
ラ
イ
ド
管
を
上
下
さ
せ
る
こ
と
で
プ
ラ

ス
20 
cm
〜
マ
イ
ナ
ス
30 
cm
の
幅
で
水
位
を
設
定
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
地
下
水
位
が
高
く
な
る
と
幹

線
パ
イ
プ
か
ら
引
き
込
ん
だ
水
が
内
管
か
ら
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
し
、水
路
な
ど
へ
放
流
さ
れ
る
。 

   

水
位
の
適
正
化
と
水
管
理
の
省
力
化
を

実
現
す
る
水
位
管
理
器（
G
フ
ロ
ー
ト
） 

　
こ
れ
ま
で
の
自
動
給
水
器
は
、代
か
き
や
中
干

し
後
の
大
量
取
水
に
対
応
し
た
も
の
で
、複
雑
か

つ
高
価
で
あ
っ
た
。
水
稲
栽
培
で
大
量
の
取
水
が

行
わ
れ
る
と
き
、給
水
栓
は
全
開
で
あ
る
こ
と
か

ら
自
動
制
御
を
行
わ
ず
、水
稲
栽
培
時
の
普
通
期

の
用
水
補
給
や
地
下
か
ん
が
い
に
の
み
対
応
す

る
こ
と
と
し
た
。
水
圧
や
動
力
に
頼
ら
ず
、水
位

変
化
に
と
も
な
う
フ
ロ
ー
ト
の
上
下
動
の
み
で

弁
が
開
閉
す
る
簡
単
な
構
造
で
低
コ
ス
ト
化
を

実
現
さ
せ
た
。こ
の
水
位
管
理
器（
G
フ
ロ
ー
ト
）

に
よ
っ
て
、用
水
供
給
時
の
水
位
の
適
正
化
と
か

け
流
し
の
防
止
が
で
き
、水
管
理
の
省
力
化
が
可

能
に
な
っ
た
。 

 

フ
ォ
ア
ス
に
よ
る
水
位
制
御
の
し
く
み 

　
フ
ォ
ア
ス
で
は
、ご
紹
介
し
た
水
位
制
御
器
と

水
位
管
理
器
が
協
同
し
な
が
ら
、決
め
ら
れ
た
水

位
を
維
持
す
る
。
ま
た
、か
け
流
し
を
防
止
し
、

地
下
水
を
必
要
以
上
に
低
下
さ
せ
な
い
た
め
、用

水
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
水
位
制

御
の
し
く
み
を
解
説
す
る
。 

 

フ
ォ
ア
ス
で
日
本
の
農
業
を
変
え
る 

　
日
本
の
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
非
常
に
厳

し
い
。
農
業
経
営
を
安
定
さ
せ
、さ
ら
に
新
規
参

入
を
促
進
す
る
た
め
に
は
稲
作
だ
け
で
な
く
、麦
、

大
豆
や
野
菜
を
組
合
せ
る
水
田
輪
作
が
望
ま
し

い
。
し
か
し
、こ
れ
ま
で
転
換
畑
に
お
け
る
干
ば
つ

や
湿
害
な
ど
の
問
題
に
よ
っ
て
な
か
な
か
導
入
が

進
ま
な
か
っ
た
。フ
ォ
ア
ス
は
シ
ン
プ
ル
で
低
コ
ス

ト
な
シ
ス
テ
ム
で
地
下
水
位
を
制
御
し
、農
作
物

の
収
量
ア
ッ
プ
や
品
質
向
上
に
有
効
な
技
術
で
あ

る
。
今
後
、フ
ォ
ア
ス
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
、農

業
経
営
の
発
展
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、食
料
自
給

率
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。 

  

Gフロートの構造 

給水用ホース接続部 
ホースハンドで固定する。 

上部振れ止め（軸固定具） 
本体を水位管理器取付管の 
管中心部に位置させる。 

下部振れ止め 
本体を水位管理器取付管の 
管の真ん中に位置させる。 

本体固定ノブ 
水位管理器取付管の 
内側に固定する。 

増力リンク 
フロートの上下を増力し、 
弁体を動かす。 

ゴム弁座 
リンクにより上下に動く。 
上で閉・下で開く。 

す
い
こ
う 

フォアス導入事例（大豆)

フォアスシステム導入 対照区 

給水バルブ 

洗浄時給水孔 

地下給水孔 フォアス桝 

フォアス桝の構造 

Ｇバルブ低圧系（L型取付高さ） 代かき時など大量の水を使うときは、 
逆流防止桝を取り外す。 

普通期は逆流防止枡を取付ける 

●設定水位よりも低い場合 
水位管理器（Gフロート）が下がり、設定水位まで用水が幹線
パイプ→支線パイプ→補助孔を通って水田に供給される。 

●設定水位に達した場合 
設定水位に達すると水位管理器（Gフロート）のフロートが上
がり、弁が閉まることで用水の供給が停止する。 

●設定水位よりも高い場合 
地下水位が設定水位以上に高い場合、水位管理器（Gフロート）
のフロートが上がり、用水の供給を停止させる。余剰水は水
位制御器から排水される。 

100

10

田面 

田面＋20cm

スライド管 

水路等へ 水路等へ 

田面－30cm

圃場 

内筒取手 内筒取手 

水位管理器 
取付管 
（VU200） 

給水用ホース 

田面 

←幹線パイプへ 

水位管理器 

フロート 



※今回、工事の協力会社は、クボタ工建（西日本支店）でした。 

製品案内 ダンビー工法 中・大口径用（800～3000mm）
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スペーサー
ストリップフィーダー

ジョイナー ストリップ

製管機

詳しくは クボタシーアイのダンビー工法 検 索

空港暗渠改修工事

施工現場
レポート

鳥取県境港市 

耐震性を向上させた中・大口径用管路更生工法

▲施工前　

▲施工後　

製管機で嵌合部材（ジョイナー）を帯板（ストリップ）の間に固定していく。 

米子空港下を流れる農業用水の 
漏水を防止するダンビー工法 

米子空港下を流れる農業用水の 
漏水を防止するダンビー工法 

充填材注入用のスペーサーを 
アンカーボルトで固定。 

弓
ヶ
浜
半
島
の
農
業
用
水
路
「
米
川
」

　
鳥
取
県
の
美
保
湾
と
中
海
を
分
け
る
弓
ヶ
浜

半
島
は
、そ
の
昔
、美
保
湾
に
浮
か
ぶ
小
島
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、日
野
川
か
ら
流
れ
出
し
た
砂
が
堆

積
し
、半
島
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の

半
島
に
は
川
が
無
く
、農
民
は
安
定
し
た
農
業
を

営
む
た
め
、か
ん
が
い
用
水
を
渇
望
し
て
き
た
。

そ
し
て
江
戸
時
代
中
期
に
建
設
が
行
わ
れ
、日
野

川
か
ら
境
水
道
ま
で
の
約
20 
km
に
お
よ
ぶ
水
路

は「
米
川
」
と
命
名
さ
れ
た
。
米
川
に
よ
っ
て
潤
さ

れ
た
半
島
で
は
、米
や
野
菜
の
栽
培
が
盛
ん
に
な

り
、と
く
に
白
ネ
ギ
は
弓
ヶ
浜
半
島
の
名
産
と
な

っ
て
い
る
。
 

滑
走
路
下
の
暗
渠
で
漏
水
が
発
生

　
現
在
、米
川
の
水
は
そ
の
流
域
の
約
2
0
0
0

ha
の
農
地
に
水
を
供
給
し
て
い
る
。
米
川
の
農
業

用
水
が
あ
っ
て
も
慢
性
的
な
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ

て
お
り
、少
し
の
水
も
ム
ダ
に
で
き
な
い
。
と
こ
ろ

が
、あ
る
箇
所
で
漏
水
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
米

川
唯
一
の
暗
渠
部
分
、米
子
空
港
の
滑
走
路
下
で

あ
る
。こ
の
暗
渠
は
、昭
和
25
年
に
米
軍
に
よ
っ
て

φ
9
0
0
mm
の
管
路
が
3
本
布
設
さ
れ
、昭
和
33

年
に
鳥
取
県
が
4
本
の
管
路
を
追
加
。
そ
し
て
旧

防
衛
庁
に
よ
っ
て
昭
和
55
年
に
全
巻
き
の
補
強

が
行
わ
れ
た
。（
ち
な
み
に
米
子
空
港
は
、航
空
自

衛
隊
と
共
用
空
港
。
）鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所

農
林
局
、大
山
・
弓
浜
農
業
用
水
対
策
室
の
谷
川

裕
章
さ
ん
は
、「
布
設
後
す
で
に
50
年
以
上
経
過

し
て
お
り
、ヒ
ュ
ー
ム
管
の
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
。

と
く
に
つ
な
ぎ
目
部
分
で
ク
ラ
ッ
ク
が
多
く
、漏

水
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
」
と
管
路
の
状
態
に
つ

い
て
語
っ
た
。
工
事
は
開
削
で
全
面
的
な
や
り
か

え
が
望
ま
し
い
が
、滑
走
路
は
閉
鎖
で
き
な
い
た

め
非
開
削
更
生
工
法
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

 2
9
7
m
を
ワ
ン
ス
パ
ン
で
工
事
が
可
能

な
ダ
ン
ビ
ー
工
法

　
工
法
選
定
の
条
件
と
し
て
、同
対
策
室
の
森
木

理
典
さ
ん
は
、「
元
々
、直
線
だ
っ
た
水
路
は
空
港

建
設
の
際
、曲
げ
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
、水
理
的
に

不
利
に
な
る
断
面
縮
小
は
最
低
限
に
と
ど
め
た
い
。

さ
ら
に
滑
走
路
の
途
中
に
立
坑
を
作
る
こ
と
は

不
可
能
な
の
で
、2
9
7
m
の
長
い
距
離
を
ワ
ン

ス
パ
ン
で
工
事
が
で
き
る
管
更
生
工
事（
製
管
工

法
）と
し
た
」
と
語
っ
た
。こ
れ
に
対
し
て
、工
事

を
受
注
し
た
株
本
・
吾
妻
J
V
は
、各
工
法
の
長

所
・
短
所
を
検
討
。
最
終
的
に
施
工
性
の
良
さ
を

重
要
視
し
、ダ
ン
ビ
ー
工
法
の
採
用
を
決
め
た
。 

　
　
　
 

7
本
の
管
路
を
順
に
更
生

　
工
事
は
、3
月
よ
り
9
月
ま
で
ほ
ぼ
一
月
１
本

の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。
3
月
は
非
か
ん
が
い
期

で
水
が
無
か
っ
た
が
4
月
か
ら
は
か
ん
が
い
期
の

た
め
、工
事
を
行
う
管
路
だ
け
水
を
止
め
行
わ
れ

た
。
空
港
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、

工
事
は
22
時
か
ら
翌
朝
6
時
に
は
必
ず
終
了
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
七
本
も
あ
る
管
路
を
随

時
更
生
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
と
、管

路
更
生
の
後
、ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
工
事
が

あ
る
の
で
予
定
通
り
に
工
事
を
終
わ
ら
せ
な
い

と
い
け
な
い
。
そ
の
意
味
で
、ダ
ン
ビ
ー
工
法
の

施
工
性
の
良
さ
は
重
要
で
あ
っ
た
」
と
語
る
の
は
、

工
事
を
監
督
す
る
株
本
・
吾
妻
J
V
の
向
根
善
雄

さ
ん
。
 

 

見
学
会
で
強
度
を
実
感

　
3
月
や
6
月
に
米
川
土
地
改
良
区
や
県
の
関

係
者
を
対
象
に
施
工
見
学
会
が
行
わ
れ
た
。「
板

状
の
部
材
で
ど
の
様
に
管
路
が
形
成
さ
れ
る
か
、

写
真
だ
け
で
な
く
実
際
、見
て
い
た
だ
く
こ
と
で

ダ
ン
ビ
ー
工
法
の
理
解
が
深
ま
り
、ま
た
、実
際

に
管
路
を
触
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
管
路
の
強
度
を

実
感
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
」
と
は
同
対
策

室
の
木
山
淳
さ
ん
。
管
路
の
強
度
に
関
し
て
ダ
ン

ビ
ー
工
法
は
、帯
板（
ス
ト
リ
ッ
プ
）を
既
設
管
内

面
に
巻
き
つ
け
、ス
ト
リ
ッ
プ
間
を
嵌
合
部
材（
ジ

ョ
イ
ナ
ー
）で
接
続
し
、充
填
材
を
流
し
込
ん
で

既
設
管
と
一
体
化
す
る
た
め
新
管
と
同
等
の
強
度

が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、地
震
発
生
時
に
は
こ
の
ジ

ョ
イ
ナ
ー
が
広
が
る
こ
と
で
地
盤
変
動
の
吸
収
が

で
き
、管
路
の
耐
震
性
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 

　
9
月
末
に
は
管
路
更
生
が
終
了
し
、来
年
3
月

に
は
全
体
の
工
事
が
完
了
す
る
。
江
戸
時
代
、弓

ヶ
浜
半
島
の
未
来
を
見
据
え
て
建
設
さ

れ
た
米
川
は
、ダ
ン
ビ
ー
工
法
と
い
う

新
技
術
で
用
水
路
と
し
て
の
役
目
を

後
生
に
受
け
継
い
で
ゆ
く
。
 

帯板（ストリップ）をマンホールから 
既設管内に引き込む。 

スペーサー部から充填材を注入し、 
ストリップと既設管を一体化させる。 

弓ヶ浜半島一帯で見られる白ネギ畑。 
砂地の畑で栽培される白ネギは　 
鳥取県の名産にもなっている。　 

株本・吾妻JV 
土木部 向根善雄さん 米子空港

米子空港駅

管
更
生
区
間
297m

297m

管
更
生
区
間
297m

米川

新設
ボックスカルバート
区間（341m）

在来巻立コンクリート

在来ヒューム管
管路更生（ダンビー工法）

滑走路

ヒューム管管更生断面

米川の暗渠部分

米子空港
航空自衛隊美保基地と共用されている。
現在、滑走路の拡張工事が進められ、
12月には2500m滑走路が完成する予定。

工 事 概 要 図

●非円形（矩形、馬蹄形など）にも適用可能
●供用中、段差、屈曲部など幅広い施工条件に対応　
●流量の増加にも対応
●独自の嵌合構造とシール機能で水密性を確保
●新管と同等以上の強度を発揮

新潟県中越沖地震で耐震性を実証
塩ビ製の帯板を既設管の内側に密着させながら嵌合用
接合部材を使ってスパイラル状に製管し、その隙間に
高流動、高強度の充填材を注入。断面縮小を最小限に
抑えた複合管を形成する中・大口径更生工法です。

特　長

構造図

製　管

既設管 スペーサー ストリップ

ジョイナー

充填材



製品案内 

備考 1.接合時間は当社計測による参考値です。2.管及び継手の据付や接合工事の準備に関する時間は含んでおりません。
　　 3.通電時間は標準通電時間です。4.冷却時間は連続通電したものとし、2箇所目のみ計上しています。

PAL/Vol.167�� PAL/Vol.167 �

スピゴットベンド 
+EFソケット（2箇所） 
［呼び径200］ 

従　来 EF継手

59分 35分10秒

EFベンド片受口
2個同時通電
［呼び径200］

水道管布設替工事

施工現場
レポート

新潟県上越市 

呼び径200の充実ラインナップで水道管路の耐震化をサポート

水道配水用ポリエチレンパイプ

約40％の
作業効率アップ！ 

EFソケット
EFベント

上越市ガス水道局 
東部営業所 
石田正則さん 

上越市ガス水道局 
東部営業所 
川口司さん 

北栄建設株式会社 
加藤桂さん 

北栄建設株式会社 
川田良二さん 

水道配水用ポリエチレンパイプEF片受直管呼び径200の片受口2個同時通電中 

山間部の水道管路を耐震化する 
水道配水用ポリエチレンパイプ呼び径200

山間部の水道管路を耐震化する 
水道配水用ポリエチレンパイプ呼び径200

坂道で右にカーブしていく工事現場
右に見えるのが仮設管で、左の民家側で布設替えが行われている。 

布設状況
奧側は生曲げで布設 
されているのがわかる。 
 

出力ケーブルの接続
EF片受直管の受口端子に片受口同時通電用ケーブルを接続する。 
 

バーコードリーダーによる読みとり
融着データを読み込み。 
 

通電の完了
8分少々で通電が終了し、インジケータの隆起を確認。 
 

新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
被
害
を
受
け
た

上
越
市

　
近
年
、二
度
の
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
新

潟
県
。
特
に
、長
岡
市
な
ど
で
震
度
6
強
を
記
録

し
た
平
成
19
年
7
月
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
は

記
憶
に
新
し
い
。
震
源
地
に
近
い
長
岡
市
や
柏
崎

市
だ
け
で
な
く
、県
南
部
の
上
越
市
で
も
被
害
が

及
ん
だ
。
市
内
全
体
で
14
戸
が
全
壊
し
た
他
、上

下
水
道
に
も
被
害
が
多
数
発
生
し
た
。
 

　
そ
の
上
越
市
で
は
、安
塚
区
の
安
塚
簡
易
水
道

で
総
延
長
距
離
20 
km
以
上
に
お
よ
ぶ
石
綿
管
の

布
設
替
え
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
工
事
は
平
成

18
年
よ
り
始
ま
り
、平
成
28
年
の
完
成
予
定
で
あ

る
。工
事
を
計
画
す
る
上
越
市
ガ
ス
水
道
局
東
部

営
業
所
石
田
正
則
さ
ん
は
、「
老
朽
化
し
た
石
綿

管
は
、継
ぎ
目
部
分
で
地
震
の
影
響
を
受
け
や
す

い
。
工
事
予
算
も
厳
し
く
な
る
中
で
あ
る
が
、優

先
順
位
を
つ
け
、水
道
管
路
の
耐
震
化
を
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。
 

 呼
び
径
50
〜
2
0
0
の
全
て
の
管
路
で
水

道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
採
用

　
呼
び
径
1
5
0
以
下
の
管
路
に
水
道
配
水
用

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
標
準
採
用
を
決
め
て
い

る
上
越
市
。
今
回
の
工
事
で
は
、平
成
18
年
か
ら

23
年
ま
で
の
5
年
間
、呼
び
径
50
〜
2
0
0
ま
で

の
全
て
の
管
路
で
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
の
使
用
が
決
ま
っ
て
い
る
。
水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
呼
び
径
2
0
0
の
採
用
に
あ

た
っ
て
同
営
業
所
川
口
司
さ
ん
は
、「
も
ち
ろ
ん

コ
ス
ト
比
較
で
、他
の
耐
震
管
よ
り
安
い
こ
と
。

さ
ら
に
安
塚
区
は
地
形
的
に
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
多

く
、現
場
で
の
施
工
の
し
や
す
さ
が
決
め
手
に
な

っ
た
」
と
語
っ
た
。
 

 E
F
片
受
直
管
＆
片
受
口
2
個
同
時

通
電
で
施
工
時
間
を
短
縮

　
安
塚
区
は
雪
の
多
い
地
域
の
た
め
、11
月
末
に

は
完
全
に
工
事
を
終
了
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
か
ら
逆
算
す
る
と
、本
管
工
事
の
終
了
は
9

月
末
。
工
事
現
場
と
な
っ
た
安
塚
区
小
黒
の
国
道

4
0
5
号
線
沿
い
で
は
ち
ょ
う
ど
工
事
の
佳
境

に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
少
し
カ
ー
ブ
し
た
坂
道

で
呼
び
径
2
0
0
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ
の
埋
設
が
進
み
、陸
上
で
は
E
F
片
受

直
管
の
接
合
が
行
わ
れ
て
い
た
。
表
面
の
切
削
や

清
掃
が
終
わ
っ
た
E
F
片
受
直
管
を
2
セ
ッ
ト
用

意
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
受
口
に
挿
入
。チ
ェ
ー
ン
式
ク

ラ
ン
プ
で
固
定
し
た
後
、コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
出
力

ケ
ー
ブ
ル
に『
片
受
口
同
時
通
電
用
ケ
ー
ブ
ル
』

を
セ
ッ
ト
し
た
。
二
又
に
分
岐
さ
れ
た
ケ
ー
ブ
ル

を
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｅ
Ｆ
片
受
直
管
受
口
端
子
に
接

続
し
、並
列
に
置
か
れ
た
Ｅ
Ｆ
片
受
直
管
の
片
受

口
2
個
を
同
時
通
電
。
片
受
口
2
個
同
時
通
電
に

よ
り
、片
受
口
を
別
々
に
通
電
す
る
場
合
に
比
べ
、

通
電
時
間
を
半
分
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　
工
事
の
指
揮
を
執
る
北
栄
建
設
株
式
会
社
の

加
藤
桂
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
の
呼
び
径
2
0
0

の
直
管
と
ス
ピ
ゴ
ッ
ト
継
手
を
使
用
し
て
い
た
と

き
と
比
較
す
る
と
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
か
ら
新
た

に
発
売
さ
れ
た
E
F
片
受
直
管
は
接
続
作
業
が

非
常
に
や
り
や
す
い
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、片
受
口

2
個
同
時
通
電
で
接
合
を
行
う
同
社
の
川
田
良

二
さ
ん
は
、「
口
径
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
通
電
時

間
は
長
く
な
る
の
で
、呼
び
径
2
0
0
な
ど
口
径

の
大
き
い
管
で
2
個
同
時
通
電
が
で
き
る
の
は

時
間
短
縮
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
」
と
作
業
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
語
っ
た
。
実
際
に
、約
8

分
少
々
で
通
電
が
完
了
し
、そ
の
後
、冷
却
が
行

わ
れ
た
。
 

 水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
呼
び

径
2
0
0
に
よ
る
長
距
離
管
路
の
耐
震
化

　
呼
び
径
2
0
0
で
も
山
間
部
な
ど
重
機
の
使

い
に
く
い
場
所
で
あ
れ
ば
、軽
量
や
柔
軟
性
な
ど

の
特
性
を
活
か
し
て
充
分
使
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、片
受
口
2
個

同
時
通
電
工
法
で
施
工
時
間
の
短
縮
が
可
能
。

今
回
の
工
事
は
「
限
ら
れ
た
予
算
で
、で
き
る
だ

け
長
い
管
路
を
耐
震
化
し
た
い
」
、そ
ん
な
水
道

事
業
体
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
好
例
に
な
っ
た

よ
う
だ
。
 

平成21年度呼び径200布設替え区間 

切越浄水場 

405 安塚区小黒 

卍 

卍 

B&G 
海洋センター 

安塚中 

呼び径200水道配水用 
ポリエチレンパイプ 

403

卍 

新潟 
佐渡島 佐渡島 

長岡 
柏崎 

糸魚川 

上越上越 

EFソケット、EFベンド、EF Sベンド、EFチーズ、フランジ付EF
チーズ、EFキャップ、EFフランジ 

EF片受ベンド、EF片受Sベンド、EF片受チーズ、フランジ付EF
片受チーズ、EF片受レデューサ 

レデューサ、チーズ、異径チーズ、フランジ付異径チーズ、 
ショートベンド、Sベンド、キャップ、フランジ 

ダクタイル鋳鉄管用異種管継手、PE挿し口付鋳鉄製T字管、
PE挿し口付ソフトシール仕切弁、PE挿し口付フランジ短管 

直管、EF片受直管 パイプ

EF継手

EF片受継手

スピゴット継手

フランジレス継手

●品揃え一覧

※詳しくは弊社カタログ、技術資料をご覧ください。 

片受口2個同時通電工法で接合時間を大幅削減



K
C
貫
通
パ
ッ
ク
に
V
U
7
5
用
が
新
登
場

　
さ
や
管
構
造
で
、戸
建
住
宅
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

部
分
を
壊
さ
ず
に
排
水
管
を
更
新
可
能
す
る

K
C
貫
通
パ
ッ
ク（
平
成
20
年
5
月
販
売
開
始
）。

V
U
50
に
対
応
す
る
P
a
c
k
50
、V
U
1
0
0

に
対
応
す
る
P
a
c
k
1
0
0
の
2
種
類
を
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
し
、長
期
優
良
住
宅
の
普
及
に
合
わ

せ
て
全
国
で
採
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

P
a
c
k
1
0
0
は
V
U
75
と
V
U
1
0
0
を

兼
用
と
し
て
お
り
、V
U
75
の
排
水
管
に
接
続
す

る
場
合
は
、屋
内
側
で
異
径
ソ
ケ
ッ
ト
を
用
い
て

V
U
1
0
0
に
変
換
し
、P
a
c
k
1
0
0
を

使
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、住
宅
メ

ー
カ
ー
や
工
務
店
、水
道
工
事
店
等
か
ら
V
U
75

専
用
の
も
の
を
品
揃
え
追
加
す
る
よ
う
に
要
望

が
あ
り
、そ
れ
を
受
け
、平
成
21
年
11
月
に
V
U

75
専
用
の
P
a
c
k
75
を
販
売
開
始
し
た
。
こ

の
新
製
品
が
採
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
宮
城

県
へ
向
か
っ
た
。
 

 宮
城
県
柴
田
町
の
戸
建
住
宅
で
採
用

　
仙
台
駅
か
ら
J
R
東
北
本
線
で
南
に
約
30
分
。

槻
木
と
い
う
駅
の
近
く
で
戸
建
住
宅
の
建
設
が

行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
す
ぐ
南
東
に
は
国
道
4
号

線
が
走
り
、交
通
の
便
が
良
い

住
宅
地
だ
。
こ
の
戸
建
住
宅

の
設
計
か
ら
建
築
ま
で
請
け

負
っ
た
の
が
、株
式
会
社
サ
カ

モ
ト
。
明
治
41
年
に
創
業
し

た
坂
元
植
林
合
資
会
社
を
起

源
と
し
、長
年
建
築
用
木
材

を
供
給
し
て
き
た
が
、平
成
元

年
よ
り
住
宅
の
建
築
、販
売
を

開
始
し
た
。
自
社
の
森
で
植
林
、

伐
採
、製
材
を
行
い
、木
材
本

来
の
良
さ
を
生
か
し
た
健
康
住
宅
と
顧
客
の
要

望
に
合
わ
せ
た
フ
ル
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
住
宅

を
特
徴
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、同
社
が

最
近
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
長
期
間
住
め
る
家

（
長
期
優
良
住
宅
）。
長
期
優
良
住
宅
法
の
施
行

と
と
も
に
、長
期
優
良
住
宅
普
及
促
進
事
業
の
補

助
金
が
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。
 

 長
期
優
良
住
宅
普
及
促
進
事
業
に

対
応
す
る
K
C
貫
通
パ
ッ
ク

　
長
期
優
良
住
宅
普
及
促
進
事
業
は
、地
域
の
中

小
住
宅
生
産
者
に
よ
る
長
期
優
良
住
宅
へ
の
取

組
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、一
定
の
要

件
を
満
た
す
長
期
優
良
住
宅
に
つ
い
て
建
設
工

事
費
の
一
部（
最
大
百
万
円
）を
助
成
す
る
と
い
う

も
の
。
K
C
貫
通
パ
ッ
ク
は
要
件
の
一
つ「
維
持
管

理
・
更
新
の
容
易
性
」
の
性
能
表
示
等
級
3
に
対

応
し
、今
回
の
戸
建
住
宅
の
長
期
優
良
住
宅
の
補

助
を
受
け
る
の
に
一
役
か
っ
て
い
る
。
 

　
さ
ら
に
、こ
の
住
宅
は
宮
城
県
が
平
成
21
年
8

月
か
ら
4
ヶ
月
間
実
施
し
た
、「
県
産
材
で
家
づ

く
り
緊
急
支
援
事
業
」
の
補
助
も
受
け
て
い
る
。

宮
城
県
は
森
林
が
57
％
を
占
め
、そ
の
半
数
が
杉

な
ど
の
人
工
林
で
、現
在
収
穫
期
を
迎
え
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、森
林
の
整
備
と
県
内
の
経
済
活
性

化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、宮
城
県
で
生
産
さ
れ

た
木
材
を
使
っ
て
住
宅
を
新
築
す
る
場
合
、県
が

こ
の
木
材
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
。
も
ち

ろ
ん
、サ
カ
モ
ト
の
家
は
県
内
産
の
木
材
を
使
用

し
て
お
り
、本
物
件
も
申
請
を
行
い
補
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
 

 シ
ン
プ
ル
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト
に

施
工
で
き
る
K
C
貫
通
パ
ッ
ク

　
さ
て
、今
回
の
戸
建
住
宅
で
は
バ
ス
、洗
面
、洗

濯
機
、キ
ッ
チ
ン
の
各
水
廻
り
の
排
水
に
K
C
貫

通
パ
ッ
ク
の
P
a
c
k
75
が
使
用
さ
れ
た
。
そ
し

て
、ト
イ
レ
に
は
P
a
c
k
1
0
0
、そ
の
手
洗

い
に
は
P
a
c
k
50
が
使
用
さ
れ
た
。
本
製
品
の

採
用
理
由
に
つ
い
て
、株
式
会
社
サ
カ
モ
ト
工
事

課
、鈴
木
幸
也
さ
ん
は
、K
C
貫
通
パ
ッ
ク
の
L

型
の
形
状
を
指
摘
し
た
。「
上
か
ら
降
り
て
く
る

排
水
管
を
そ
の
ま
ま
接
続
・
配
管
が
で
き
る
の
で
、

他
社
品
に
比
べ
て
シ
ン
プ
ル
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト
に

で
き
る
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、今
回
の
工
事
を
行
っ

た
設
備
工
事
会
社
も
、他
社
の
製
品
と
比
べ
て
施

工
が
や
り
や
す
い
な
ど
好
評
を
得
て
い
る
と
い
う
。
 

　
長
期
優
良
住
宅
普
及
促
進
事
業
の
申
請
期
限

は
、平
成
21
年
12
月
11
日
か
ら
平
成
22
年
2
月
26

日
ま
で
に
延
長
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、株
式

会
社
サ
カ
モ
ト
営
業
部
の
加
藤
博
文
さ
ん
は
「
こ

れ
ま
で
、長
期
優
良
住
宅
は
政
府
指
導
で
行
わ
れ

て
き
た
が
、徐
々
に
“メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
な
が
ら

も
良
い
家
に
長
く
住
む
”と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が

お
客
さ
ま
の
間
に
浸
透
し
始
め
、補
助
金
が
無
く

て
も
長
期
優
良
住
宅
の
仕
様
に
し
た
い
と
言
う

方
が
増
え
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
長
期
優
良
住
宅

が
一
時
的
な
ブ
ー
ム
で
は
な
く
、日
本
の
住
宅
建

築
の
基
本
と
な
り
、K
C
貫
通
パ
ッ
ク
が
幅
広
く

採
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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建設中の住宅 

戸建て住宅排水管工事

施工現場
レポート

宮城県柴田町 

KC貫通パックの3サイズ［Pack50、Pack75、Pack100］の施工が進む。 
※手前のVU45L+塩ビ管（さや管）は、追炊き用ペアーチューブ等を更新可能にする。 

製品案内 

地元木材を使った健康住宅を 
長期にサポートするKC貫通パック 

地元木材を使った健康住宅を 
長期にサポートするKC貫通パック 

基礎を壊さず排水管の更新を可能にする、長期優良住宅法対応！

KC貫通パック　低層住宅用基礎貫通継手

浴室 洗面脱衣室 トイレ
キッチン

Pack75 Pack75 Pack75 Pack100 Pack50 Pack75

株式会社サカモト 
加藤　博文さん

株式会社サカモト 
鈴木　幸也さん

KC貫通パックのさや管の固定リブ（写真左）に 
鉄筋がしっかりと固定される。 

洗面所、洗濯機の排水用に 
設置されたPack75

KC貫通パックの設置図 

サカモトの家のモデルハウス 
※実際の完成図とは異なります。 

4つの特長

メリット
基礎部分での排水管が更新可能になります。
長期優良住宅法に対応します。

【フラット35】Sの技術規定に対応します。

住宅の品質確保促進法の維持管理・更新の容易性の性能表示
等級3に対応。

住宅技術基準「耐久性・可変性」を取得する部材として使用可能。

4つの特長4つの特長
さや管構造で
点検・更新が容易

1

2 材質は信頼性の高い塩ビ製

3 スムーズな流れを実現

4 さまざまな基礎（深基礎・ベタ基礎）
に対応可能

KC
貫通パックの

G.L.

ＫＣ貫通パックを使用すると、
コンクリート基礎部分の更新・修理が可能です。 

Pack100

Pack75

Pack50

VU管

サヤ管

内管
エルボ

内管ストレート

新発売新発売

固定リブ

詳しくは 貫通パック 　     検 索



浅香氏のエッセイ集第3弾
「もがり笛」
お問い合せ：048-266-2488

代表取締役社長　浅香　郁夫さま
昭和13年群馬県上野村に生まれる。かっぱ工業
株式会社を昭和55年に設立し、代表取締役に就任。
趣味は鮎釣りと園芸。毎月、自分の思いを綴った
エッセイを執筆し、本にまとめている。また、同社
ホームページに最新の原稿が掲載されている。 
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社
会
人
ス
タ
ー
ト
時
の
苦
悩

　
群
馬
県
上
野
村
で
十
三
代
続
く
農
家
の
三
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
高
校
を
卒
業
し
た
後
、社
会
人
と
し
て

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
が
製
鋼
所
。
親
元
を
離
れ
工

員
と
し
て
働
き
始
め
た
が
、入
社
後
、数
ヶ
月
で
腎
臓

病
を
患
っ
た
。
同
じ
こ
と
を
日
々
繰
り
返
し
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
作
業
で
、ス
ト
レ
ス
が
貯
ま
っ
て
い
た
。

発
熱
が
続
い
た
た
め
、し
か
た
な
く
地
元
群
馬
に
戻

る
と
、病
気
は
す
ぐ
に
快
復
。
し
ば
ら
く
農
家
の
仕
事

を
手
伝
う
も
の
の
、い
つ
ま
で
も
家
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て

い
る
こ
と
は
で
き
ず
、今
度
は
自
動
車
会
社
に
臨
時
工

員
と
し
て
働
き
始
め
た
。
し
か
し
、仕
事
の
内
容
は
前

職
と
同
様
単
調
な
重
労
働
で
、長
続
き
す
る
は
ず
が

な
か
っ
た
。「
自
分
は
い
っ
た
い
何
の
た
め
に
生
き
、何

の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
」
と
自
問
自
答
し
つ
つ
、

巨
大
な
製
造
ラ
イ
ン
を
目
の
前
に
自
分
の
無
力
感
を

味
あ
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
 

 

ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
吸
収
し
た
設
備
工
事

　
そ
ん
な
と
き
三
度
の
飯
が
た
ら
ふ
く
食
え
る
と
い

う
理
由
だ
け
で
飛
び
込
ん
だ
の
が
設
備
工
事
の
仕
事
。

工
員
時
代
か
ら
す
る
と
新
し
い
仕
事
は
、千
倍
以
上

の
変
化
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
、そ
こ
で
初
め
て
仕
事
の

面
白
さ
を
知
っ
た
。
職
人
や
材
料
の
く
せ
な
ど
膨
大

な
デ
ー
タ
が
ど
ん
ど
ん
頭
に
入
り
、お
陰
で
一
年
の
短

期
間
で
三
年
分
ぐ
ら
い
の
仕
事
内
容
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、独
立
し
た
の
が
高
度
経
済

成
長
ま
っ
た
だ
中
で
、や
る
気
に
な
れ
ば
い
く
ら
で
も

仕
事
が
入
っ
て
き
た
時
代
。
苦
労
を
恐
れ
て
自
分
た
ち

の
能
力
以
上
の
仕
事
を
し
よ
う
と
し
な
い
同
業
者
が

多
い
中
、浅
香
氏
は
自
分
で
も
異
常
と
思
う
ほ
ど
の

仕
事
を
受
注
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、い
つ
の
間
に
か

設
備
関
係
の
手
間
工
事
で
売
上
は
一
億
円
を
越
え
て

い
た
。
 

 絶
え
ず
頭
を
使
い
作
業
効
率
を
上
げ
る

　
し
か
し
、浅
香
氏
が
重
要
視
し
た
の
は
仕
事
量
だ

け
で
な
い
。
従
来
の
工
法
に
と
ら
わ
れ
ず
、効
率
を
考

え
、絶
え
ず
作
業
の
改
善
・
改
良
を
行
な
う
こ
と
。
公

団
の
和
式
ト
イ
レ
に
使
用
さ
れ
る
排
水
鋳
鉄
管
の
首

を
長
く
し
て
、施
工
し
や
す
く
す
べ
き
と
当
時
の
久
保

田
鉄
工（
現
ク
ボ
タ
）に
提
案
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。ま

た
、学
校
に
設
置
さ
れ
た
既
存
の
本
槽
浄
化
槽
で
は
、

サ
イ
ホ
ン
現
象
を
利
用
し
、酸
化
槽
へ
の
流
量
調
整
す

る
こ
と
の
思
い
つ
き
で
、わ
ず
か
二
人
工
で
浄
化
槽
を

改
良
し
、処
理
能
力
を
倍
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
工
事
責
任
者
か
ら
誉
め
ら
れ
、二
人
分

の
日
当
と
し
て
二
万
円
を
も
ら
い
小
躍
り
し
て
喜
ん

だ
。
何
し
ろ
、当
時
の
日
給
が
数
百
円
の
時
代
、一
万
円

は
一
月
分
の
給
与
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、仕
事
の
内

容
は
か
け
た
手
間
の
何
万
倍
に
も
相
当
す
る
も
の
で
、

今
か
ら
考
え
る
と
そ
の
仕
事
を
も
っ
と
高
く
評
価
し

て
も
ら
う
べ
き
だ
っ
た
と
笑
う
。
作
業
現
場
は
、ア
イ

デ
ア
次
第
で
い
く
ら
で
も
改
良
で
き
る
眠
る
宝
庫
。

創
意
工
夫
で
作
業
効
率
を
上
げ
れ
ば
こ
ん
な
コ
ス
ト

の
厳
し
い
競
争
時
代
で
も
充
分
利
益
を
出
せ
る
と
言

い
切
る
。
 

 毎
月
、自
分
の
思
い
を
文
章
に

　
五
十
歳
を
越
え
工
事
現
場
の
一
線
か
ら
退
く
と
、仕

事
に
空
き
時
間
が
で
き
た
。
そ
こ
で
始
め
た
の
が
、自

分
の
人
生
の
中
で
培
っ
て
き
た
も
の
を
書
き
綴
る
エ
ッ

セ
イ
の
執
筆
。
社
員
が
表
題
を
考
え
、読
ん
で
い
た
だ

い
た
人
た
ち
に
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
と
毎
月
毎

月
、原
稿
用
紙
六
枚
ほ
ど
に
書
き
記
し
て
き
た
。
日
常

の
話
題
か
ら
仕
事
、ス
ポ
ー
ツ
、歴
史
、環
境
、政
治
に

い
た
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
豊
富
な
人

生
経
験
を
織
り
交
ぜ
、時
に
は
社
員
の
人
た
ち
へ
の
叱

咤
激
励
を
盛
り
込
む
こ
と
も
あ
る
。こ
れ
ら
の
エ
ッ
セ

イ
は
、す
で
に
二
冊
の
本
に
ま
と
め
ら
れ
、三
冊
目
に

な
る
「
も
が
り
笛
」
が
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
。こ
れ
ま

で
設
備
・
配
管
工
事
会
社
の
経
営
者
や
著
名
出
版
会

社
な
ど
か
ら
多
く
の
励
ま
し
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
、

二
十
年
の
歳
月
を
経
て
一
度
も
休
ま
ず
に
二
百
四
十

回
を
越
え
る
執
筆
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。
 

 人
を
だ
ま
さ
な
い
、人
に
う
そ
を
つ
か
な
い

　
「
将
来
的
に
は
我
々
の
よ
う
な
建
築
業
界
は
半
分

余
る
。
だ
か
ら
残
っ
た
時
間
は
全
員
が
創
意
工
夫
を
し

自
立
で
き
る
人
間
を
作
り
た
い
」
。
そ
の
人
作
り
の
基

本
と
し
て
い
る
こ
と
が
、「
人
を
だ
ま
さ
な
い
、人
に
う

そ
を
つ
か
な
い
」こ
と
。
確
か
な
仕
事
が
で
き
る
自
信

の
あ
る
人
は
、混
乱
の
原
因
と
な
る
う
そ
を
つ
か
な
い
。
 

　
社
員
の
人
た
ち
へ
の
要
求
は
尽
き
な
い
し
、満
足
す

る
こ
と
も
な
い
。
自
分
が
若
い
と
き
か
ら
一
切
の
妥
協

を
廃
し
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
自
負
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。「
最
後
に
は
経
営
者
と
し
て
の
追
求
は
、ど
れ

だ
け
社
員
の
幸
せ
を
望
ん
で
い
る
か
だ
よ
」
と
語
る
。

社
員
へ
の
要
求
は
、愛
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
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第41回管工機材・設備総合展東京
第14回管工機材・設備総合展大阪

KC

ニ

ュ

ース

のご報告

「堺水道展（第43回水道資機材展示会）」のご報告

床下配管を再現したKCユカマス＆KC貫通パックのセットが好評
　今年も管工機材展が、東京ビックサイトで7月29日～31日の3日間、またインテックス大

阪で9月10日～13日の3日間の工程で行なわれました。管工機材や設備機器の最新情報

が集まるということで、東京では2万人、大阪では1万3千人を越える来場者を集めました。 

　クボタシーアイブースでは、戸建住宅の外溝、床下の基礎から躯体（木造）までのモデル

住宅の配管を中心に展示を行ないました。床下には低層住宅用排水合流継手の「KCユカ

マス」と低層住宅用基礎貫通継手「KC貫通パック」の配管のようすを再現。来場者からは

「基礎部分から外構の宅ますまで配管されているので、非常に分かりやすい」と高い評価

を得ました。また今回の展示では、KC貫通パックのVU100、VU50用に加え平成21年

11月に発売開始のVU75用も参考出品しました。 

　モデル住宅上部、天井裏の部分に設置したのが、これまで多くの展示会で注目を集めて

きた貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」。その大きな特長である屋根裏などのデッ

トスペースに設置できることや、災害断水時に家族4人分（3日間）に当る３６Lの飲料用水

を備蓄できることをアピールしました。 

　その他、エコキュート等の高温排水に使用する｢HT-DVシリーズ｣、新発売の集合住宅排

水立て管用の｢スマート掃除口継手｣、外溝に彩りを加える塩ビマス用の｢プリふた｣等を展

示し、幅広いラインナップを紹介する絶好の機会となりました。 

 

賑わいを見せた片受口2個同時通電工法のデモンストレーション

「KCユカマス」と「KC貫通パック」の床下配管を忠実
に再現。外構の宅地ますまで配管し、宅地ますの上には
花の写真の「プリふた」をセットしました。 

貯湯タンクユニットから
の高温排水を処理する
高温排水システム。 

モデル住宅の天井に設置した｢貯めてるゾー｣。
水栓を使用する度に中の水が入れ替わる仕
組みで、特別なメンテナンスは必要としない。 

雨水貯留浸透槽「RAIN望スタジアム」の
ミニチュアをはじめ、高温排水用継手類、
透明DV継手、スマート掃除口継手、スロッ
プシンク用各種継手を展示。 

クボタシーアイブース 
※写真は全てインテックス大阪で撮影 
 

賑わいを見せた片受口2個同時通電工法のデモンストレーション 

水道配水用ポリエチレンパイプのラインナップ 
新製品の呼び径50、200のEF継手を中心に幅広い 
製品を展示。 

　さる11月11日、12日の2日間、堺市金岡公園で「堺水道展（第43回水道資機材展

示会）」が行われました。今年の水道展は、堺市に工場を持つクボタシーアイにとって

地元開催。例年以上に力の入った展示ブースでは、「水道管路の耐震化」をテーマに、

バリエーション豊富な耐震管材を紹介しました。 

　展示の中心となったのが、堺工場で製造された水道配水用ポリエチレンパイプ。展

示棚には最大径φ200のEF片受直管やEF継手が揃い、圧倒的な存在感を示していま

した。また、デモンストレーションでは、両受けEFベンドと直管を接合する片受口2個

同時通電工法を実演。従来の一箇所のみ通電する工法に比べ、通電時間が約半分に

なることを体感していただきました。 

　その他、水道配水用ポリエチレンパイプの「フランジレス継手」、±75mmの伸

縮量と±4°の可とう角を持つロング受口構造により耐震性能が向上

した「SGR－ロングNAパイプ」、離脱防止金具のいらな

い塩ビ継手の「SGR-VN形継手」、大型メータボッ

クスに最適な「レジコン弁室」、塩ビふたにプリント

できる「プリふた」などを展示しました。 

 
新製品の「プリふた」 
塩ビふたのサンプルの他、鋳鉄製ふたへの 
プリントサンプルも参考出展しました。 
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KCニュース KCニュース 

KCニュースKCニュース

JICAの集団研修員が堺工場を見学

理論で、実験で、実績で耐震管路の証明理論で、実験で、実績で耐震管路の証明

EF継手を手に取りながら
講義に耳を傾ける研修員。

E
F
接
合
を
体
験
。

協
力
し
て
パ
イ
プ
の
表
面
を
切
削
。

講
義
は（
財
）日
本
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー

北
海
道
支
所
、須
貝
義
人
さ
ん
の
通
訳
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

KCニュース

見学の最後に研修員一同で記念撮影。

社団法人日本水道協会「水道施設耐震工法指針・解説（2009年版）」一体構造管路

として水道配水用ポリエチレン管の耐震計算法が掲載されました。これにより、論理

的に水道配水用ポリエチレン管の耐震計算が可能になり、これまで行われてきた実

験や大地震発生地域での実績と合わせて、より一層信頼性の高い耐震管としてお使

いいただけるようになりました。 

軟弱かつ極めて不均一な地盤等、最も厳しい計算条件でも、
規定の耐震性能を有しています。 

耐震設計の照査基準である許容歪みの設定、局所
的な地盤変状を受けた場合の管路挙動などを、実
管を使用した数多くの試験、実験で検証しています。 

〈被災経験〉2003年からの6件の大規模地震を経験して、
被害はわずかに2件※のみ。 
※新潟県中越地震における、 ・フランジ接合部から漏水（呼び径100） 1件 
 ・地盤崩壊に伴う管路の破断（呼び径50） 1件 

既往地震で実測された地盤変状（液状化による側方流動）に
対して、十分安全性を有しています。 

計算上の最大管体歪み1.6%程度に対して、許容歪みは3%計算上の最大管体歪み1.6%程度に対して、許容歪みは3% 側方流動の最大地盤歪み2％程度に対して、許容歪みは6%側方流動の最大地盤歪み2％程度に対して、許容歪みは6%

研修員代表随行者代表

通 　 訳

昨年度から、札幌市水道局では水道配水用ポリエチレンパイプの採

用を開始しており、今回の研修は、このパイプの基礎知識から接合、

製造工程まで見学できるということで、研修員と同様楽しみにしてき

ました。 

参加者はいろいろな国から参加しており、水道施設が全く無い国や、す

でに水道施設がありメンテナンスを課題にしている国などさまざまです。

ですから、研修のカリキュラムは水道事業を広く浅く学べるように用意

されています。今回、参加国の多くでプラスチックパイプが使用されて

いることもあり、クボタシーアイの見学が予定に組み込まれました。 

理 論理 論

実 験実 験 実 績実 績

■応答変位法による耐震計算例（弾性状態の地盤における計算） 

■段差沈下試験 ■地割れ試験 

地震動レベル2（土被り0.6m） ●単位：%

名　称 η＝2.0
自動車荷量（T-25）による軸方向歪み

不同沈下（L＝15m）による軸方向歪み

温度変化による軸方向歪み

内圧による軸方向歪み

地震による軸方向歪み

管体歪み（軸方向歪みの合計）

許容歪み

①護岸近傍域における地盤の引張歪み

地震名 発生時期 調査地域 震度×回数 管路延長

宮城県北部地震 

十勝沖地震 

新潟県中越地震 

能登半島地震 

新潟県中越沖地震 

岩手・宮城内陸地震 

2003.7 

2003.9 

2004.10 

2007.3 

2007.7 

2008.6

鹿島台町 

浦川町 

小千谷市 

門前町 

柏崎市・西山町 

奥州市 

6弱×1回 

6弱×2回 

6強・6弱×2回 

6強×1回 

6強×1回 

6強×1回 

約10km 

約2.6km 

約11.4km 

約2km 

約13km 

約47.4km

②埋立地および河川流域の
　内陸部における地盤の引張歪み

0.18 

0.01 

0.23 

0.20 

1.00 

1.62�
3.0

1.2～2.0%

1.0～1.5%

1.0～1.5%

η：地盤の不均一度係数（均一：1.0,不均一：1.4,極めて不均一：2.0）

側方流動による設計用地盤歪み

調査が行われた地震と水道配水用ポリエチレン管の管路延長

■地盤変状に対する耐震計算例（塑性状態の地盤における計算） 

③埋立地や河川流域における地盤の圧縮歪み

計算による（概ね2%以下）

1.0～1.7%

④傾斜した液状化地盤の歪み

⑤傾斜した人工改変地盤における地盤歪み

段差的地盤沈下実験（地盤沈下量50cm）、地割れ実験（地割れ
幅50cm）で、充分な安全性を有することを確認しています。

水道配水用ポリエチレン管は1995年の兵庫県南部地震（阪神・淡路
大震災）を契機に開発され、本格的に普及し初めて約10年経過し、実
際の大地震の被災経験が少ないという懸念は解消されつつあります。

「水道施設耐震工法指針・解説（2009年版）」に
　　　　　　　　　　　　水道配水用ポリエチレン管が掲載！

　独立行政法人国際協力機構（JICA）の集団研修員が8月

26日堺工場を訪れ、水道配水用ポリエチレンパイプの製造工

程を見学しました。この見学は、JICA札幌国際センターが主

催する水道に関する技術研修の一貫で、札幌市水道局による

海外水道技術者研修員の受入は昭和50年より行われています。

今年の研修には、ラオス、ジャマイカ、ペルー、ブラジル、イラク、

東ティモール、ジンバブエから8名の研修員が参加し、7月初旬

からスタートしました。研修の内容は、浄水処理技術、送配水・

給水の技術、水源の確保など、水道事業に関する幅広いプログ

ラムが用意されています。 

　研修員の出身国で使用される管材は、塩ビ管をはじめとする

プラスチックパイプであることから、水道用パイプの製造が研修

のプログラムに盛り込まれ、水道配水用ポリエチレンパイプを製

造するクボタシーアイの堺工場が選ばれました。 

　見学に先だって行われた講習では、クボタシーアイの会社概要、

工場概要、製造パイプの種類など工場全般についての説明後、

水道配水用ポリエチレンパイプの基本特性や製造工程に関する

説明が行われました。研修員は水道配水用ポリエチレンパイプ

の継手類を実際に手に取りながら説明に聞き入っていました。

とくに、押出成型によるパイプの製造工程の説明に関心が集ま

っていたようでした。 

　一連の講義が終了したところで、水道配水用ポリエチレンパ

イプの押出成型ラインや継手の射出成型ラインを回る工場見学

が行われました。見学終了後、できあがった製品だけでなく製造

ラインに配置された製造設備に感心する研修員や、パイプの規

格化とその認定について質問する研修員など、充実した見学と

なりました。 

　この日最後のプログラムは、水道配水用ポリエチレンパイプの

EF（電気融着）接合の実演。パイプの切断や接合部分の切削、

そしてパイプと継手の融着まで各工程ごとに解説された後、希

望する研修員を対象に接合体験が行われました。作業をした研

修員から、「室内なのでスムーズに作業はできるが、実際の工事

現場ではある程度の慣れが必要なのでは」と技術者の視点に立

った感想が聞かれました。 

　見学の最後に、研修プログラム全般についての感想を伺いま

した。研修員の多くは、日本の飲料水としての質の高さを評価。

その理由として、水源確保から浄水、配水にいたるまで国だけで

なく各水道事業体がしっかりした計画を行っていることを指摘

する研修員もいました。また、自国の水道事業に適用できる技

術を積極的に導入したいという意欲的な意見も聞かれました。

研修終了後、

研修員は各国

に戻り自国の

課題の改善方

法を提案し、そ

の経過報告を

することにな

っています。 

札幌市水道局北部配水管理事務所工事係　曽我部千洋さん

財団法人日本国際協力センター北海道支所　須貝義人さん

ジャマイカ水道住宅省地方水道公社 
プロジェクト技師 

クラーク・ピーター・
マーク・アンソニーさん

水道配水用ポリエチレンパイプの

生産ラインについては、自動化さ

れたすばらしい設備であるとともに、それらの製造機械

も、日本のいろんなメーカーから供給されており、非常

に奧が深いものを感じました。水道配水用ポリエチレン

パイプのEF接合については、見せていただいた実演は

さすがにスムーズでしたが、実際に自分でやってみると、

やはり慣れが必要であると思います。これまでの日本

での研修を通して、クオリティの高い水を供給するため

には、国から地方の自治体にいたるまで水源を大切に

する意識を高めることが重要であると学びました。 



武勇の帳場　江戸時代の雰囲気を伝える。 

商店街に掲げられたフラッグ 
商店街の街路灯には通りの愛称
を記したフラッグが掲げられて
いる。見世蔵もこれらフラッグが
付いた通りに面している。 

結城市観光ボランティアガイド協会 
小澤　民治さん 

 

結城紬の 
伝統的デザイン柄、亀甲 

地機織りの 
伝統工芸士の 
落合敏子さん 
（伝統工芸士） 

白い壁に赤いレンガ造りの煙突が印象的な建物。 
左奧に店舗があり、醸造蔵が続く。 
（武勇酒造） 

白い壁に赤いレンガ造りの煙突が印象的な建物。 
左奧に店舗があり、醸造蔵が続く。 
（武勇酒造） 
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造
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る
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て
ら
れ
た
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っ
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い
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は
、今
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店
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と
し
て
使
用
さ
れ
い
る
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旅
の
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タ
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化
が
数
多
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る
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と
し
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出
た
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駅
前
か
ら
北
に
延
び
る
駅
前
蔵
通
り
を
8
0
0
m

程
行
く
と
、最
初
の
見
世
蔵
に
出
く
わ
せ
た
。穀
物
商

店
と
し
て
明
治
13
年
に
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て
ら
れ
、現
在
は
個
人
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と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。各
見
世
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に
は
、白
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立
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札

で
、建
て
ら
れ
た
時
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と
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
。こ
の

通
り
に
は
多
く
の
見
世
蔵
が
あ
り
、秋
葉
糀
味
噌
醸
造

の
よ
う
に
昔
か
ら
店
舗
を
続
け
て
い
る
店
も
あ
る
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昔
な
が
ら
の
商
家
の
造
り
を
見
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

健
田
通
り
に
あ
る
武
勇
さ
ん
を
訪
ね
た
。武
勇
は
江
戸

末
期
の
慶
応
年
間
に
創
業
し
た
造
り
酒
屋
。正
面
の
店

舗
か
ら
醸
造
蔵
に
い
た
る
ま
で
敷
地
は
か
な
り
広
く
、

白
壁
で
囲
ま
れ
た
外
観
は
非
常
に
美
し
い
。そ
ん
な
き

れ
い
な
店
舗
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、右
手
に
か
つ

て
の
帳
場
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。火
鉢
に
神
棚
や

格
子
戸
は
、ま
る
で
時
代
劇
の
セ
ッ
ト
そ
の
も
の
。結
城

市
に
現
存
す
る
見
世
蔵
の
外
装
は
、改
修
さ
れ
る
こ
と

は
あ
る
も
の
の
、内
部
の
部
屋
は
建
設
当
時
の
も
の
が
良

く
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。醸
造
蔵
の
手
前
の
広
い
土
間

に
も
神
棚
が
置
か
れ
、酒
造
り
の
伝
統
と
意
気
込
み
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。ち
な
み
に
武
勇
の
ま
ろ
や
か
な

酒
は
、鬼
怒
川
水
系
の
伏
流
水
を
使
用
し
て
い
る
か
ら

だ
そ
う
だ
。 

　
続
い
て
は
、問
屋
街
に
あ
る
奧
順
株
式
会
社
の
弐
の

蔵
と
奧
順
店
舗
。奧
順
株
式
会
社
は
、明
治
40
年
創
業

の
結
城
紬
卸
問
屋
で
5
つ
の
国
登
録
有
形
文
化
財
を
保

有
し
て
い
る
。そ
の一つ
、弐
の
蔵
の
切
妻
造
り
の
屋
根
は

他
の
見
世
蔵
に
比
べ
て
重
厚
な
建
物
で
あ
る
。そ
の
隣
に

あ
る
奧
順
店
舗
は
、大
正
初
期
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、現

在
も
毎
週
、で
き
あ
が
っ
た
結
城
紬
の
反
物
の
取
引
が
行

わ
れ
て
い
る
。実
際
に
使
用
す
る
こ
と
で
伝
統
的
な
商

習
慣
を
守
る
と
と
も
に
建
物
の
劣
化
を
防
い
で
い
る
。 

　
一
連
の
見
世
蔵
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
は
全
長
3.5 
km
で
、外

観
を
見
る
だ
け
な
ら一
時
間
余
り
で
回
る
こ
と
が
で
き
る

が
、見
学
や
買
い
物
が
で
き
る
お
店
に
立
ち
寄
っ
て
、実
際

に
商
家
の
趣
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、見
世
蔵
の

他
、古
寺
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
や
与
謝
蕪
村
の
句
碑
を
め
ぐ

る
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
ら
を
ラ
ン
ダ
ム

に
回
る
の
も
面
白
い
。 

 

武勇 
 

見世蔵 見世蔵 

二
千
年
の
伝
統
を
今
も
受
け
継
ぐ
、結
城
紬
 

　
結
城
紬
の
起
源
は
崇
神
天
皇
の
時
代
ま
で
遡
り
、

7
1
4
年
常
陸
国
の
あ
し
ぎ
ぬ
が
奈
良
朝
廷
へ
上
納
さ

れ
た
記
録
が
あ
り
、そ
れ
は
正
倉
院
に
保
存
さ
れ
て
い

る
。真
綿
を
使
い
、人
の
手
で
糸
を
紬
ぎ
、手
紬
糸
と
な

っ
た
も
の
を
40
を
越
え
る
手
作
業
の
工
程
を
経
て
織
ら

れ
た
も
の
に
、本
場
結
城
紬
の
称
号
が
与
え
ら
れ
る
。昭

和
31
年
に
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。ま

た
、本
年
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
へ
の
申
請
が

行
わ
れ
、今
後
正
式
に
登
録
さ
れ
る
見
込
み
だ
。 

　
結
城
紬
の
地
機
織
か
ら
反
物
や
着
物
ま
で
見
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、結
城
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
小

澤
民
治
さ
ん
の
案
内
で「
つ
む
ぎ
の
館
」へ
向
か
っ
た
。ま

ず
は
数
々
の
結
城
紬
の
反
物
が
並
ぶ
陳
列
館
で
、実
際

に
本
物
の
結
城
紬
を
見
る
こ

と
に
し
た
。結
城
紬
の
伝
統
的

な
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、小
澤
さ

ん
は
、「
亀
甲
の
中
に
＋
が
入
っ

て
い
る
の
が
基
本
で
あ
り
、手

の
込
ん
だ
も
の
に
な
る
と
37 
cm

の
幅
に
2
0
0
個
以
上
も
並
ぶ
」

と
語
る
。全
く
形
状
の
異
な
る

大
き
な
柄
で
あ
っ
て
も
細
か
い

亀
甲
で
構
成
さ
れ
て
あ
っ
た
り
、

ど
こ
か
に
亀
甲
で
模
様
を
表

現
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。反

物
に
触
っ
て
み
る
と
、不
思
議

な
ほ
ど
に
ふ
ん
わ
り
と
優
し

さ
を
感
じ
る
。全
工
程
、手
仕

事
の
た
め
、一
反
を
織
る
た
め
に

約
1
ヶ
月
か
か
り
、結
城
紬
全

体
で
年
間
3
千
反
が
製
造
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。小
澤
さ
ん

に
よ
る
と
、生
産
量
は
落
ち
て

い
る
も
の
の
、他
の
伝
統
的
な

紬
の
中
で
は一
番
多
い
そ
う
だ
。 

　
次
に
地
機
織
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。こ
こ
で
毎
日
伝

統
の
技
術
を
披
露
し
て
い
る
の
は
、伝
統
工
芸
士
の
落

合
敏
子
さ
ん
。30
年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
誇
る
落
合
さ

ん
も
ご
両
親
か
ら
地
機
織
の
技
術
を
受
け
継
い
だ
。「
今

は
ず
い
ぶ
ん
機
織
り
の
数
が
減
り
ま
し
た
が
、昔
は
そ
こ

か
し
こ
で
機
織
り
の
音
が
聞
こ
え
て
、み
ん
な
競
っ
て
織
っ

た
も
の
で
す
」と
懐
か
し
そ
う
に
語
っ
た
。上
の
縦
糸
と

下
の
縦
糸
の
交
互
に
横
糸
を
通
し
、小
気
味
よ
く
織
ら

れ
て
い
く
が
、と
き
ど
き
縦
糸
が
切
れ
、そ
の
部
分
を
的

確
に
見
つ
け
て
は
繋
い
で
い
く
。糸
は
あ
く
ま
で
も
人
の

手
で
紬
が
れ
た
も
の
だ
か
ら
弱
い
の
か
も
し
れ
な
い
。 

　
結
城
紬
が
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
工
程
は
、こ
の
最
後
の
工
程
と
な
る「
地
機
織
」、「
糸

つ
む
ぎ
」と
呼
ば
れ
る
真
綿
か
ら
横
糸
、縦
糸
用
に
紡
い

で
い
く
最
初
の
工
程
と「
絣
く
く
り
」と
呼
ば
れ
る
中

間
の
工
程
が
含
ま
れ
る
。た
だ
、こ
の
絣
く
く
り
の
工
程

だ
け
が
、写
真
を
見
る
だ
け
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。そ

こ
で
絣
く
く
り
の
第
一
人
者
、外
山
好
夫
さ
ん
の
工
房
に

お
邪
魔
し
た
。外
山
さ
ん
は
、分
業
さ
れ
た
結
城
紬
の

製
造
工
程
を
一
人
で
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
、こ
の
道
35

年
の
伝
統
工
芸
士
。早
速
、絣
く
く
り
を
見
せ
て
い
た

だ
い
た
。方
眼
紙
に
描
か
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
元
に
糸
の
束

に
慎
重
に
墨
付
け
を
行
う
。片
手
に
ハ
サ
ミ
を
持
ち
、木

綿
糸
の一
端
を
く
わ
え
な
が
ら
墨
付
け
の
ポ
イ
ン
ト
を
縛

っ
て
は
切
り
、縛
っ
て
は
切
り
の
連
続
。一
定
の
力
で
縛
ら

な
い
と
文
様
が
乱
れ
て
し
ま
う
の
で
根
気
の
い
る
作
業

だ
。こ
の
縛
っ
た
糸
を
染
色
す
る
と
木
綿
糸
の
部
分
が

染
色
さ
れ
ず
に
残
る
の
で
模
様
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
作
業
の
終
わ
り
に
、紬
が
れ
た
ば
か
り
の
糸
の
束
に
触

ら
せ
て
も
ら
っ
た
。ふ
わ
っ
と
、柔
ら
か
く
、そ
れ
で
い
て
暖

か
み
も
あ
る
感
触
。外
山
さ
ん
は「
機
械
で
紬
が
ず
、人

の
手
で
紬
ぐ
こ
と
で
空
気
を
含
み
、で
き
あ
が
っ
た
着
物

も
空
気
を
ま
と
う
よ
う
に
軽
く
、そ
れ
で
い
て
暖
か
み
が

あ
る
の
で
す
」と
語
っ
た
。結
城
紬
の
反
物
に
初
め
て
触
っ

た
感
触
の
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

奧順株式会社の弐の蔵 
土蔵造2階建てで、棟は
箱棟で両端に影盛を付け
るなど、典型的な関東の
見世蔵形式を示している。 

奧順株式会社の奧順店舗 
木造2階建ての1階が店舗と奧が旧
住居部、2階は12畳の座敷。 

武勇の酒 
左が大吟醸、右が純米吟醸 
「しぼりたて」（季節限定） 

茨城県結城市結城144　 
TEL：0296-33-3343　 
http://www.buyu.jp/　 
※見学は要予約 

じ
ば
た
 

か
す
り
 

つむぎの館 
結城紬の普及、発展を目的に奥順株式会社が経営
する総合施設。機織り、草木染めができる「織場館」、
結城紬の反物や着物が見れる「陳列館」、資料館
の「手織里」など結城紬に関するさまざまな 
茨城県結城市結城12-2　TEL：0296-33-5633 
 

方眼紙のデザインに
合わせて墨付けを行う。 

絣くくりを行った後に染色をして木綿糸が解
かれた状態。縛られいたところが白く抜けて
いるのが分かる。 

紬がれたばかりの糸。空気がた
っぷり入っており、まさしく「ふ
わふわ」の感触。 

陳列館の内部 
古民家を改造した広いスペースに、
結城紬の反物や着物が置かれており、
手にとって見ることができる。 

昭和初期に大正ロマンを意識して作られた。 
渋い色目であるが非常に艶やかな感じがある。 
（つむぎの館所蔵） 

絣くくりの外山好夫さん（伝統工芸士） 

　
茨
城
県
の
西
部
、栃
木
県
と
の
県
境
に
結
城
市
が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
よ
り
結
城
氏
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
、と

く
に
江
戸
中
期
以
降
は
鬼
怒
川
の
水
運
と
と
も
に
栄
え
た
。
そ
の
富
の
証
と
し
て
見
世
蔵
と
呼
ば
れ
る
蔵
造
り
の

商
家
が
建
設
さ
れ
、今
も
独
特
の
景
観
を
保
っ
て
い
る
。ま
た
、こ
の
街
を
中
心
に
発
展
し
た
結
城
紬
は
重
要
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、全
国
で
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

結城紬の着物 結城紬の着物 

PAL/Vol.167�� PAL/Vol.167 ��

にっぽん探訪 にっぽん探訪 

石
町 

紺
屋
町 

西
の
宮
町 

浦
町 

肝
入
町 

立
町 

木
町 

国
府
町 

大
町 

永
横
町 

陣
屋
町 

番
匠
町 

大
切
町 

戸
張
町

白
銀
町 

問屋街 
問屋街 

JR結城駅 

つむぎの館 つむぎの館 

結城市民情報センター 
観光物産センター 

秋葉糀 
味噌醸造 

武勇 武勇 

結城市役所 

結城市市街地マップ 健田通り 

駅前蔵通り 

茨城県 結城市 
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新製品のご案内
下水道本管用  陶管用補修継手K型 

陶管用 
両受けスライド継手 

建築設備用 略号：LL  品番：2152 下水道用 略号：SLRH-K  品番：5533

特 長特 長

用途：キッチン、洗面の排水管の立上り部の継手として

従来のLL40＋IN50×40がこれ一つでOK。クボタシーアイオリジナル
収まりが良く、施工手間を軽減。

● 
● 

特 長特 長

 
用途：下水道本管の陶管を部分的に補修する

陶管の差し口と本製品の受口を接合する際、管の位置出しが容易。
上記接合に使用するモルタル等の流出を防ぐ。

①
②

略号：SLW  品番5536

呼び径50×40 呼び径250、300
呼び径 
150、200

陶管の老朽化に伴う道路陥没事故の増加を解決する省スペース & 施工手間を軽減

本製品の受口部に堰を設けることにより、

姉妹品姉妹品

ニュー 
ラインナップ 
ニュー 

ラインナップ 

透明DV継手 90°大曲エルボ 90°大曲エルボ 

透明仕様なので
接合部を確認しやすい！

接着剤の塗り忘れや
挿入不足を防止

透明DV継手の
メリット

透明DV継手の
メリット

従来の場合 90°大曲エルボ使用時

使用する継手数を削減使用する継手数を削減

急結モルタルまたはKCケーシーボンド 

陶管用補修継手K型 既設陶管（下流側） 既設陶管（上流側） 

スライド 

セット 

補修のイメージ

配管例

特許取得品

取付け管用



クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。これに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り（電子

メール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に限定し、

その範囲を超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託先等に対する必要かつ適切な監督を行う

とともに、印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。

＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp）に掲載しています。

編
集
後
記 

返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い 

個人情報保護について 

おハガキどんどんお待ちしております！ 

お便りコーナー お便りコーナー 

第166号の正解 
答：A,B,F,G,I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

プレゼント 

右の2枚の写真、よ～く見れば少し違う。
上段と下段の写真を見くらべて、5つの違
いを発見してください。解答は、添付の解
答用ハガキのマス目にアルファベットを記
入してお送りください。

違いは 
どこにある？ 

まちがい探し 
クイズ 

読者プレゼント付き 
クイズ 

読者プレゼント付き 
クイズ 

結城の名物スイーツは「ゆ
で饅頭」。観光パンフにも
しっかり写真が載っている。
それは饅頭というよりは豚ま
ん？のような外見。これが
甘い饅頭とは全く想像がつ
かない。そこで一件の和菓
子屋さんに立ち寄り、買い
求めると外見も味も普通の饅頭。お店の方曰く、店ごとに違
うものを作っているとのこと。興味を引くために珍しいものを
パンフに載せたのかな？？
（左がパンフのもので右が食べたもの）

ワイヤレスタイプだから離れている所でも楽ラク操作。

抽選で 
80名様に 

Windows 
Vista/XP/Me/2000/98対応 

※当選個数は1個です。 

 

イラスト 
ありがとう 
イラスト 
ありがとう 

イラスト 
ありがとう 

兵庫県・株式会社関西水栓加古川営業所 
吉平弘江さまの作品 

愛媛県・株式会社堀切産業 
堀切保男さまの作品 

和歌山県・株式会社山久 
城村奈緒美さまの作品 

兵庫県・小野市役所 
岸本道人さまの作品 

香川県・高松産業株式会社西部営業所 
山下益男さまの作品 

北海道・根室市桂木浄水場 
石田 透さまの作品 

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキ
の文面やイラスト、写真などは、作者の
同意なく、本誌およびクボタシーアイ
ホームページに掲載させていただくこと
があります。また、ハガキはお返し致しま
せんので、予めご了承願います。

石
川
県
・ 

株
式
会
社
ア
リ
タ
金
沢
支
店 

高
田
玲
子
さ
ま 

「
見
え
た
！
部
分
日
食
」 

7
月
22
日
金
沢
に
て
、肉
眼
に
て
部

分
日
食
が
見
れ
ま
し
た
。
天
気
予
報

は
雨
と
い
う
こ
と
で
あ
き
ら
め
て
い
ま

し
た
が
、少
し
雲
が
出
て
い
た
た
め
、

き
れ
い
に
三
日
月
型
に
見
え
ま
し
た
。

神
秘
的
で
よ
か
っ
た
で
す
。

■
当
日
は
、日
本
中
が
お
天
気
に
や

き
も
き
し
ま
し
た
ね
。
日
本
の
陸
上

で
皆
既
日
食
が
観
測
で
き
た
の
は
46

年
ぶ
り
で
、
次
回
は
26
年
後
の

2
0
3
5
年
9
月
2
日
だ
そ
う
で
す
。

茨
城
県
・
阿
見
町
水
道
課 

岡
野 

栄
さ
ま 

「
渋
滞
で
知
っ
た
災
害
の
備

え
の
大
切
さ
」 

先
日
、
我
が
町
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
特
産
品
や

農
産
物
を
販
売
す
る
町
民
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
、
私
た
ち
水
道
課
職

員
も
非
常
用
タ
ン
ク
に
水
を
入
れ

給
水
に
協
力
し
ま
し
た
。
当
日
は

大
変
盛
況
で
道
路
も
渋
滞
し
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、タ
ン
ク
の
水

が
な
く
な
り
給
水
に
戻
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、車
が
動
き
ま
せ
ん
。

本
当
に
災
害
の
備
え
は
大
切
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

■
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
災
害

時
の
備
え
の
大
切
さ
に
気
づ
く
も

の
で
す
ね
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
う

真
摯
な
お
仕
事
ぶ
り
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。

�

鳥
取
県
・
中
部
管
工
事
業
協
同
組
合 

岩
田
祐
子
さ
ま 

「
鳥
た
ち
に
、先
を
越
さ
れ
た
！
」 

事
務
所
の
横
に
、と
て
も
お
い
し
い
イ

チ
ジ
ク
の
木
が
あ
り
ま
す
。
先
日
来
2

つ
色
づ
い
て
お
り
、毎
日
楽
し
み
に
眺

め
て
い
ま
し
た
。「
明
日
ぐ
ら
い
食
べ

頃
だ
ね
」
と
話
し
を
し
て
い
た
次
の
日
、

先
を
越
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
だ
と
思
う

の
で
す
が
、食
べ
頃
を
よ
く
知
っ
て
い

ま
す
ね
。ザ
ン
ネ
ン
!! 

次
を
楽
し
み
に

毎
日
眺
め
て
い
ま
す
。

■
悔
し
い
思
い
が
こ

ち
ら
に
ま
で
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。そ
の
後
、

鳥
た
ち
と
の
競
争

に
は
勝
利
さ
れ
ま

し
た
か
。

三
重
県
・ 

田
中
設
備
工
業
所 

田
中
健
博
さ
ま 

「
ま
ず
は 

ク
イ
ズ
か
ら
」 

P
A
L
が
届
く
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
1
頁
か
ら
パ
ラ

パ
ラ
と
見
て
、最
後
の
ク
イ
ズ
を
解
い

て
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て
か
ら
、ゆ
っ

く
り
と
初
め
か
ら
読
ん
で
い
き
ま
す
。

特
に
「
に
っ
ぽ
ん
探
訪
」
は
、名
勝
名
産

な
ど
が
カ
ラ
ー
で
紹
介
さ
れ
て
い
て
、

紙
上
で
旅
行
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。

次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

■
最
初
に
ク
イ
ズ
を
さ
れ
る
方
は
結

構
多
く
、P
A
L
が
到
着
す
る
と
、我

れ
先
と
取
り
合
い
に
な
る
部
署
も
あ

る
と
か
。編
集
者
冥
利
に
つ
き
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
！

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
水
道
局 

池
田
廣
子
さ
ま 

「
日
々
感
謝
」 

ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
は
、

す
ぐ
に
実
践
し
て
い
ま
す
。
身
近
な

も
の
を
利
用
し
て
の
ア
イ
デ
ア
は
さ

す
が
年
の
功
で
す
ね
。
私
の
姑
も
生

活
の
知
恵
を
字
引
き
の
ご
と
く
次
か

ら
次
へ
と
考
え
て
く
れ
ま
す
。
厳
し
さ

も
愛
情
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
尊

敬
し
、今
日
も
痛
む
体
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
し
て
あ
げ
ま
す
。

■
本
当
に
素
晴
ら
し

い
お
嫁
さ
ん
だ
こ
と
。

ご
主
人
さ
ま
も
さ
ぞ

お
幸
せ
な
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
も

P
A
L
を
よ
ろ
し
く
ね
。

ミ
ズ
エ
よ
り
。

大
阪
府
・ 

藤
本
工
業
株
式
会
社 

藤
本
香
苗
さ
ま 

「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
の
普
及
望
む
」 

災
害
用
ト
イ
レ
配

管
設
備
工
事
の
記

事
に
感
心
し
ま
し
た
。
普
段
あ
た
り

ま
え
に
使
え
る
ト
イ
レ
が
使
用
で
き

な
か
っ
た
ら
、ど
ん
な
に
不
自
由
か
。

こ
の
設
備
が
避
難
場
所
に
な
る
よ

う
な
施
設
に
普
及
す
る
と
よ
い
の
に

と
思
い
ま
し
た
。

■
我
慢
し
て
健
康
を
害
す
る
”
二

次
災
害
“の
発
生
も
あ
り
、
緊
急

時
の
「
ト
イ
レ
」
確
保
は
切
実
な
問
題

で
す
。マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
そ
う
し

た
問
題
を
解
決
す
る
も
の
と
し
て
、

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
・
和
歌
山
県
水
道
協
会 

竹
田
ち
ゆ
き
さ
ま 

「
プ
リ
ふ
た
の
ア
イ
デ
ア
」 

新
製
品
案
内
の
プ
リ
ふ
た
見
ま
し
た
！

良
い
ア
イ
デ
ア
で
す
よ
ね
？
。こ
れ
だ

け
で
ず
い
ぶ
ん
印
象
変
わ
り
ま
す
ね
。

飛
び
出
す
ア
ー
ト
み
た
い
に
、ほ
ん
と

に
穴
が
空
い
て
い
る
み
た
い
に
見
え
た

ら
…
。
お
も
し
ろ
い
け
ど
、危
な
い
で

す
か
ね
。

■
前
号
で
お
伝
え
し
た
「
プ
リ
ふ
た
」

に
は
、多
く
の
読
者
の
皆
様
か
ら
反

響
と
と
も
に
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア

も
た
く
さ
ん
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

茨
城
県
・
境
町
役
場
上
下
水
道
課 

間
中
保
浩
さ
ま 

「
初
め
て
の
P
A
L
」 

本
年
4
月
の
部
署
異
動
に
よ
り
、

上
下
水
道
課
に
な
っ
て
3
ケ
月
。
初

め
て
P
A
L
を
読
ま
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
専
門
的
な
記
事
か
ら
料
理
、

ま
ち
が
い
探
し
ま
で
、
読
み
手
と
し

て
は
退
屈
し
な
い
一
冊
で
い
い
で
す
ね
。

私
的
に
は
料
理
に
興
味
が
あ
っ
た
の

で
、
今
号
の
し
ょ
う
が
焼
き
は
ぜ
ひ

と
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
一
品
で
嬉

し
か
っ
た
で
す
！
暑
い
日
に
さ
っ
ぱ

り
と
し
た
一
品
…
。
単
な
る
食
い
し

ん
坊
な
だ
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
…

（
笑
）。
今
後
も
楽
し
み
に
読
ま
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
編
集

の
皆
様
、お
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ

て
下
さ
い
。

■
今
後
も
多
彩
な
情
報
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
編
集
部
一
同
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
愛
読
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

お便り 
 コーナー 
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切手を貼らずに平成00年0月00日までにご投函ください。 

所在地 〒 

整理No. □□□-□□□□ 

事業所 

氏名 年齢 

読者クイズ 

※ 整理No.は封筒の宛名の右下にある番号の
　 ことです。必ずご記入ください。 

167

本誌およびクボタシーアイ製品に対するご意見、ご要望、イラスト、その
他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。 
（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします） 

正解者のなかから先着で
300名様にオリジナル
カレンダーをプレゼント！ 

解 答 欄  
（アルファベット記入） 

本誌同封のハガキにクイズの解答といっしょに 
いろんなお便りをお待ちしております。 

・クボタシーアイの製品について 
・工事で困っていること 
・本誌の感想 
・にっぽん探訪で行って欲しい所 
・イラストや写真 
・皆さまの近況等々 
 

USBワイヤレスマウス
自宅で 

車中で 

オフィス
で 

外出先で
 

正解者の中から抽選で80名様に記念品を進呈します。 
解答ハガキのお名前は、楷書ではっきりとお書きください。 
 

書いて
 

送ってネ
！ 書いて
 

送ってネ
！ 
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本 社  
東 京 本 社  
北海道支店 
東 北 支 店  
中 部 支 店  

（06）6648-2375 
（03）5246-7800 
（011）214-6291 
（022）267-8955 
（052）564-5145

大 阪 市 浪 速 区 敷 津 東 1 丁 目 2 番 4 7 号  
東 京 都 台 東 区 元 浅 草 2 丁 目 6 番 7 号 マタイビ ル 4 階  
札幌市中央区北3条西3丁目1番44札幌富士ビル6階  
仙台市青葉区一番町4丁目6番1号仙台第一生命タワービル20階 
名古屋市中村区名駅3丁目2 2番 8号大東海ビル 3階  

〒556-8601  
〒111-0041 
〒060-0003 
〒980-0811  
〒450-0002 

PALお問い合わせ先 ／ 〒111-0041 東京都台東区元浅草2丁目6番7号マタイビル4階（東京本社内）    （03）5246-7800
ホームページアドレス ／ http://www.kubota-ci.co.jp

中 国 支 店  
四 国 支 店  
九 州 支 店  
沖縄営業所 

（082）546-0490 
（087）836-3908 
（092）473-2453 
（098）868-1110

広島市中区袋町4番2 5号明治安田生命広島ビル9階  
高 松 市 亀 井 町 2 番 地 1 朝 日 生 命 高 松 ビ ル 6 階  
福岡市博多区博多駅前3丁目2番8号住友生命博多ビル2階 
那覇市久茂地2丁目9番7号住友生命那覇久茂地ビル 

〒730-0036  
〒760-0050 
〒812-8691 
〒900-0015 

ずっと暮らせる家に、ずっと暮らしたい家に。 
日本の家を長持ちさせる 

クボタシーアイの住宅用配管材 
 

低層住宅用排水合流継手

KCユカマス
住宅瑕疵担保履行法に有効

逆流防止機能付通気弁を内蔵
したますに排水を集め、基礎貫
通箇所を削減。だから基礎の強
度を維持できます。 

低層住宅用基礎貫通継手

KC貫通パック
長期優良住宅法／フラット35S対応商品

さや管構造の継手でコンクリー
トの基礎部分の排水管を更新・
修理可能にします。Pack75が
新たに加わり、一層使いやすく
なりました。 

詳しくは 貫通パック 　     検 索 

詳しくは ユカマス   　     検 索 

KCユカマス 

KC貫通パック 

2Ｆトイレ 

1Ｆトイレ 

クボタシーアイ推奨配管 

新発売

床下配管のイメージ


